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光
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発
信
中

都市計画道路西普天間線

宜野湾市道喜友名２３号

開通しました！



　3/23（日）、都市計画道路西普天間
線および宜野湾市道喜友名２３号開通
式が催されました。２つの道路の開通
により、国道５８号から県道８１号への
アクセスがより便利に！沖縄健康医療
拠点のメインロードとなる西普天間線
は、トロッコレールのプリントや“ハート
の石”が隠されたアンナ橋があり、西海
岸の眺めも良い「歩くのが楽しくなる」
道路です！健康づくりのウォーキングや
気分転換の散歩道に「ウォーカブルな
まち」を散策してみませんか？

今月の表紙

市の人口（2月末） 前月比較

人口
男
女
世帯数　

100,404 人
48,764 人
51,640 人
48,215 人

(-48人)

(-36人)

(-12人)

(＋12世帯)
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　令和5年度の国民健康保険加入者の特定健診受診率は過去最高の
38.4％に急増し「3人に1人」は受けています。生活習慣病は自覚症状がな
く近づいてきます。健診であなたの健康を見える化しませんか？　 
　毎年受けている方は今年も、まだ受けたことがない方は今年こそ、特定
健診で健康を守りましょう！

(23.8%)

(28.9%)

(36.0%)
(38.4%)

1
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　市役所玄関前にて、3月8日の「国際女性デー」に合わせ、宜野
湾市商工会女性部がミモザをイメージした黄色の花束や、ベゴ
ニア・マリーゴールドなどの苗木を配布し、国際女性デーのPR活
動を行いました。国際女性デーは、国連によって女性の権利と政
治的、経済的分野への参加を盛り立てていくために制定され、
女性の活躍と功績を称える日です。

3月8日は国際女性デー！
女性に感謝と敬意を込めて3

7

　市役所にて、震度6弱の地震と大津波警報の発令を想定した
「宜野湾市総合防災訓練」が、市長、副市長含む職員約50名を
対象に実施されました。災害対策本部が設置され、各部局での
安否確認や被害情報収集、避難所開設などの具体的な対応に
加え、市民からの相談・救助要請への電話対応を行うなど、実
際の災害現場のような緊張感のある訓練が行われました。

令和６年度　宜野湾市総合防災訓練
災害時の迅速な対応を確認2

17

　アメリカ合衆国自治領北マリアナ諸島にあるテニアン島、アギ
ガン島のエドウィン・アルダン市長が市役所を訪れ、普天間飛行
場を視察しました。表敬ではアルダン市長から「大変有意義な視
察だった」とあいさつするとともに、普天間飛行場が所在する宜
野湾市の現状や在沖米海兵隊のグアム移転先の一つであるテ
ニアン島について意見交換が行われました。

エドウィン・アルダン市長が宜野湾市を来訪
テニアン島、アギガン島の3

10

　琉球大学西田睦学長および琉球大学病院大屋祐輔病院長が
佐喜眞淳市長を表敬しました。同大学医学部および大学病院の
西普天間住宅地区への移転整備の実現に至るまで、整備費用
の財源確保ほか様々な課題において、市と連携し国へ要請した
経緯を振り返りお礼を述べられました。佐喜眞市長は、施設の完
成をもって沖縄健康医療拠点形成まちづくりが始まっていくこ
とから、引き続きの連携を求めました。

大屋病院長(理事･副学長)による表敬訪問
琉球大学西田学長、琉球大学病院2

17

　基地跡地利用の先行モデル地区として整備を進めてまいりまし
た「沖縄健康医療拠点」がこの度開所を迎えました。ラグナガー
デンホテルでの記念式典において、市長より同拠点概要説明を
行い、西普天間住宅地区の変遷や、市と琉球大学による各種連
携、ご支援いただいた全ての方への感謝を述べました。今後も
同大学と連携し、大学施設の市民利用ほか、さまざまな事業に
取り組んでまいります。

琉球大学 沖縄健康医療拠点開所式　記念式典
西普天間住宅地区に沖縄健康医療拠点を形成3

16

　中央公民館集会場で「宜野湾市PTA連合会創立50周年記念
式典」が開催されました。同会は昭和49年に結成され、令和６年
に50周年を迎えました。式典では、市内の教育を振り返るオー
プニングムービー後、歴代会長・副会長等に感謝状が贈られま
した。第11代会長の屋比久孟隆さんは「PTA活動を通じて学び
成長し、人との繋がりや協力の大切さ、誰かのために動く喜びを
得ました」とあいさつしました。

宜野湾市PTA連合会　創立50周年記念式典
地域教育の未来へ向けて、50年の歩みを祝う2

22

にしだ

さきま あつし

むつみ

やびく もうたか

おおや ゆうすけ
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市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
市
長
選
挙
に
お
い
て

公
約
と
し
て
掲
げ
た
６
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
施
策
を

丁
寧
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
令
和
７
年
度
か
ら
新
た

に
ス
タ
ー
ト
す
る
第
五
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画
基
本
構
想

の
将
来
都
市
像
「
ね
た
て
の
ま
ち
　
宜
野
湾
　
〜
健
や
か

に
、
心
豊
か
に
育
む
未
来
〜
」の
達
成
に
向
け
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
日
も
早
い
普
天
間
飛
行
場
の
返
還

　
本
市
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
普
天
間
飛
行
場
の
１
日
も

早
い
閉
鎖
、
返
還
と
速
や
か
な
運
用
停
止
に
つ
き
ま
し
て
、

昨
年
１
月
１
０
日
に
米
軍
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設

事
業
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、政
府
か
ら
の
説
明
で
は
、提

供
手
続
き
完
了
ま
で
同
日
を
起
点
と
し
て
１
２
年
を
要

し
、具
体
の
返
還
期
日
は
、そ
の
後
の
部
隊
の
移
転
な
ど
の

プ
ロ
セ
ス
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
と
の
説
明
を
受
け
て

お
り
ま
す
。言
い
換
え
れ
ば
、
返
還
ま
で
１
０
年
を
超
え
る

期
間
、
普
天
間
飛
行
場
は
宜
野
湾
市
に
あ
り
続
け
る
こ
と

に
な
り
、そ
の
間
、市
民
は
過
重
な
基
地
負
担
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。私
は
、
宜
野
湾
市
民
の
悲
願
で
あ
る

普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
を
許
さ
ず
一
日
も
早
い
閉
鎖
、

返
還
と
速
や
か
な
運
用
停
止
を
実
現
す
る
た
め
、
日
米
両

政
府
に
対
し
返
還
期
日
の
早
期
確
定
を
強
く
求
め
る
と
と

も
に
、
政
府
の
説
明
よ
り
一
日
で
も
早
く
返
還
を
実
現
す

る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
探
求
し
、
要
請
、
協
議
を
行

い
、
こ
れ
を
勝
ち
取
る
た
め
に
全
身
全
霊
を
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。ま
た
、
普
天
間
飛
行
場
が
あ
る
が
ゆ
え
に
強
い
ら

れ
る
騒
音
問
題
な
ど
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
１
０
万

余
り
の
市
民
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
市
民
の
切
実
な

状
況
を
政
府
に
直
接
届
け
、協
議
し
、連
携
し
て
対
応
す
る

た
め
の
場
の
設
置
に
向
け
、
強
力
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
普
天
間
飛
行
場
跡
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て
、
松
川
前
市

長
の
強
い
要
請
の
成
果
と
し
て
、
政
府
の
令
和
７
年
度
予

算
案
に
お
い
て
、
返
還
前
の
公
共
用
地
の
先
行
取
得
の
た

め
の「
駐
留
軍
用
地
跡
地
先
行
取
得
事
業
費
補
助
金
」が
新

た
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
に
と
り
ま
と
め
た
跡
地
利
用
計
画

策
定
に
向
け
た
「
全
体
計
画
の
中
間
と
り
ま
と
め
（
第
２

回
）」に
つ
き
ま
し
て
、
更
に
具
体
化
し
た「
全
体
計
画
の
と

り
ま
と
め
」を
令
和
９
年
度
に
行
え
る
よ
う
、
政
府
、
沖
縄

県
な
ど
と
一
丸
と
な
り
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。そ

の
中
に「
Ｇ
Ｗ
２
０
５
０
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｓ(

ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
ニ
セ
ン
ゴ
ジ
ュ
ウ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ツ)

」
に
お
け
る
、

基
地
返
還
跡
地
の
一
体
的
な
利
用
に
つ
い
て
の
検
討
成
果

を
反
映
で
き
る
よ
う
、沖
縄
の
経
済
界
の
各
団
体
、那
覇
市

及
び
浦
添
市
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
度
は
第
五
次
宜

野
湾
市
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。先
の

令
和
６
年
１
２
月
議
会
に
お
い
て
採
択
い
た
だ
い
た
「
第

五
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」
に
掲
げ
て
い
る
６

つ
の
基
本
目
標
に
沿
い
、新
規
事
業
２
７
本
、継
続
事
業
１

１
２
本
、合
計
１
３
９
本
の
政
策
事
業
を
取
り
ま
と
め
、ま

た
総
額
６
６
７
億
９
千
万
円
と
な
る
本
市
の
一
般
会
計
予

算
案
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
予
算
事
業
の

内
容
を
中
心
に
、施
策
の
展
開
を
申
し
述
べ
、市
政
運
営
の

基
本
方
針
と
い
た
し
ま
す
。　
　

　
　
協
働
の
推
進
に
よ
る

　
　
持
続
可
能
な
ま
ち

　
１
つ
目
の
基
本
目
標
は
、「
協
働
の
推
進
に
よ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
」で
あ
り
ま
す
。

基
本
施
策
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
開
か
れ
た
行
政
の
推

進
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る

自
治
会
へ
の
支
援
と
し
て
、
自
治
会
の
重
要
性
や
活
動
の

魅
力
な
ど
を
呼
び
か
け
、
自
治
会
と
連
携
し
な
が
ら
加
入

促
進
に
努
め
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
地
区
公
民
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
衛
省

の
補
助
金
等
を
活
用
し
、
今
後
改
築
等
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
基
本
施
策
「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
度
中
に
策
定
す
る「
第
４
次
宜
野
湾
市
男
女
共
同

参
画
計
画
」に
基
づ
き
、
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
基
本
施
策「
国
際
・
国
内
交
流
の
推
進
」に
つ
き
ま
し
て

は
、本
年
、山
口
県
岩
国
市
と
姉
妹
都
市
の
提
携
を
行
い
ま

す
。提
携
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
更
な
る
交

流
事
業
に
取
り
組
み
、友
好
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
基
本
施
策
「
効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、老
朽
化
し
狭
隘(

き
ょ
う
あ
い)

な
本

庁
舎
を
建
て
替
え
、
令
和
１
３
年
度
に
供
用
開
始
で
き
る

よ
う
、
検
討
を
開
始
い
た
し
ま
す
。ま
た
、
令
和
７
年
度
中

の
自
治
体
行
政
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
に
向
け
移

行
作
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
窓
口
業
務
改
革
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
拡
大
な
ど
本
市

の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
八
次
宜
野

湾
市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画
の
策
定
に
向
け
、

既
存
業
務
の
見
直
し
を
含
め
た
行
財
政
改
革
を
強
力
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
宜
野
湾
市
外
部
委
託
等
推
進
方
針
や

宜
野
湾
市
Ｐ
Ｐ
Ｐ/

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
導
入
優
先
的
検
討
指
針

等
に
基
づ
き
民
間
活
力
の
導
入
を
推
進
し
、
効
率
的
な
行

政
運
営
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
・
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
第
４
６
３
回
宜
野
湾
市
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
令
和

７
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策
事
業
に
つ

い
て
申
し
述
べ
、
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
７
月
２
６
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
松
川
正
則
前
市
長

の
後
を
う
け
、
昨
年
９
月
に「
松
川
市
政
継
承
　
想
い
を
ひ

と
つ
に
　
宜
野
湾
が
い
ち
ば
ん
」を
掲
げ
、
再
び
市
長
に
就

任
し
て
か
ら
早
く
も
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

の
向
上
、
保
育
の
受
け
皿
の
確
保
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。令
和
７
年
度
か
ら
は
順
次
公
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど

も
園
へ
の
移
行
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
小
規
模
保

育
施
設
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
認
可
外
保
育
施

設
に
つ
き
ま
し
て
も
、
継
続
し
て
保
育
の
質
の
向
上
を
図

る
た
め
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
、
こ
ど
も
の
良
質
な

成
長
を
促
す
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
子
育

て
家
庭
に
対
し
て
、
多
様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
関
わ
ら
ず
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
を
令
和
７
年
度
よ
り
新
た
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７

年
度
中
に
高
校
生
年
代
ま
で
助
成
対
象
を
拡
大
し
、
現
物

給
付
方
式
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
向
上
と
安
定
に
向
け
て
は
、

相
談
業
務
や
就
労
支
援
を
行
い
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童

を
対
象
に
、学
習
支
援
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
か
け
て
、母
子
保
健
等

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、こ
ど
も
た
ち
が
身
体
的
、精
神
的
、社
会
的
に

わ
た
っ
て
幸
せ
な
状
態
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に

向
け
、教
育
、保
健
医
療
、福
祉
等
の
分
野
横
断
的
な
学
術

研
究
と
研
究
拠
点
の
設
置
に
向
け
た
国
と
琉
球
大
学
の
検

討
に
つ
い
て
、協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
児
童
虐
待
・Ｄ
Ｖ
の
防
止
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、母
子
保
健
機
能
と

の
一
体
的
な
運
営
を
通
じ
て
、
包
括
的
な
切
れ
目
の
な
い

相
談
体
制
を
構
築
し
、
児
童
虐
待
等
の
未
然
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
広
報
・
啓
発
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、女
性
相
談
支
援
員
に
よ
る
相
談
支
援
、沖

縄
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
の
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
へ
の
自
立
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
支
援
体
制
の
構
築
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、引
き
続
き
療
育
支
援
や
保
育
、放
課
後

活
動
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
的
ケ
ア
児
及
び

そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
に
取
り
組

む
な
ど
、障
が
い
児
へ
の
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
こ
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
へ
の
支
援
や
、「
拠
点
型
こ
ど
も
の
居

場
所
」に
お
い
て
、
よ
り
困
難
な
課
題
を
抱
え
る
こ
ど
も
た

ち
を
継
続
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
不
登
校
児

童
生
徒
や
義
務
教
育
卒
業
後
に
進
路
未
定
の
こ
ど
も
た
ち

を
対
象
に
、
将
来
的
な
自
立
に
向
け
た
伴
走
型
の
学
習
支

援
及
び
就
労
支
援
を
新
た
に
実
施
し
、
貧
困
の
連
鎖
を
防

ぐ
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
未
来
を
担
う
人
間
力
の
育
成
」に
つ
き
ま
し

て
は
、小
中
学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
、生
涯
に
わ
た
り
自

立
し
た
学
習
者
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
備
え
ら
れ
る
よ

う
、キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、自
己
肯
定
感
や
向
上
心

を
育
成
す
る
こ
と
で
、
学
び
に
向
か
う
力
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
個
別
最
適
な
学
び
、
協
働
的
な
学

び
を
推
進
す
る
た
め
授
業
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教

員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
習
支
援
員
を
引
き
続
き
全
小
中
学

校
に
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
を
図
り
、
国
際
理
解
教
育
・
外
国
語
教
育
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、全
小
中
学
校
へ
Ａ
Ｌ
Ｔ(

外

国
語
指
導
助
手)

の
配
置
、
英
語
検
定
等
の
助
成
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。ま
た
、
異
文
化
理
解
と
実
践
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
中
学
生
の
短
期

海
外
留
学
派
遣
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
に
係
る
県
外
等
へ
の

派
遣
費
の
支
援
を
行
い
、
こ
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図

り
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幼
児
・
児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
こ
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
な
学
校
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、全
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
へ
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
配
置
い
た

し
ま
す
。ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
等
を
必
要
と
す
る
こ
ど
も
た

ち
を
支
援
す
る
た
め
、
看
護
師
及
び
介
助
者
を
引
き
続
き

配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
や
保
護
者
が
抱
え
る
課
題
、困
り
感
の
解
消
、不

登
校
児
童
生
徒
な
ど
の
居
場
所
づ
く
り
等
に
取
り
組
む
た

め
、教
育
支
援
セ
ン
タ
ー（
若
葉
教
室
）の
活
用
と
、臨
床
心

理
士
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
を
引
き
続
き

配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

　
ま
た
、新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
を
目
指
し
、資
産
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、
令
和
７

年
４
月
か
ら
の
第
５
次
宜
野
湾
市
定
員
管
理
計
画
に
基
づ

き
、柔
軟
性
の
高
い
組
織
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
の
行
政
需
要
に
対
応
し
、

市
民
福
祉
の
向
上
と
自
主
性
、
自
立
性
の
高
い
行
財
政
運

営
を
図
る
た
め
、
自
主
財
源
の
柱
と
な
る
市
税
の
確
保
が

不
可
欠
で
あ
り
、
公
正
・
公
平
で
適
正
な
課
税
業
務
の
確

立
と
、税
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、税
収

の
確
保
に
向
け
、積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
魅
力

あ
る
返
礼
品
の
拡
充
を
は
じ
め
、
令
和
６
年
度
に
寄
附
控

除
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
申
請
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
を
導
入
し
て
お
り
、
今
後
も
寄
附
の
し
や
す
い
環
境
を

整
え
、
さ
ら
に
多
く
の
寄
附
を
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
周
知
を
含
め
、
令
和
７
年
度
も

引
き
続
き
多
く
の
企
業
の
皆
様
に
ご
賛
同
を
得
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
、

　
　
心
豊
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち

　
基
本
目
標
の
２
つ
目
は「
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
、
心

豊
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち
」
で
あ
り
ま
す
。本
年
４
月
よ
り

設
置
す
る
こ
ど
も
部
を
中
心
に
、
今
年
度
策
定
し
た「
宜
野

湾
市
こ
ど
も
計
画
」
に
基
づ
き
、
基
本
目
標
の
達
成
に
向

け
、各
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
子
育
て
支
援
・
子
育
て
環
境
の
充
実
」に
つ

い
て
、教
育
・
保
育
に
お
い
て
は
、保
育
士
の
処
遇
改
善
及

び
負
担
軽
減
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
育
士

の
確
保
及
び
離
職
防
止
を
図
り
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
質

ね
た
て
の
ま
ち

〜
健
や
か
に
、
心
豊
か
に
育
む
　
　  

〜

未
来

宜
野
湾

令和7年度
施政方針

　
市
議
会
３
月
定
例
会
で
佐
喜
眞
淳
市
長
が
表
明

し
た
施
政
方
針
を
紹
介
し
ま
す
。

　
施
政
方
針
と
は
、
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
や
主
要
な
施
策
を
示
し
た
も
の
で
す
。

宜野湾市長　佐喜眞 淳

1、
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市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
市
長
選
挙
に
お
い
て

公
約
と
し
て
掲
げ
た
６
つ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
施
策
を

丁
寧
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
令
和
７
年
度
か
ら
新
た

に
ス
タ
ー
ト
す
る
第
五
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画
基
本
構
想

の
将
来
都
市
像
「
ね
た
て
の
ま
ち
　
宜
野
湾
　
〜
健
や
か

に
、
心
豊
か
に
育
む
未
来
〜
」の
達
成
に
向
け
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

一
日
も
早
い
普
天
間
飛
行
場
の
返
還

　
本
市
の
最
大
の
課
題
で
あ
る
普
天
間
飛
行
場
の
１
日
も

早
い
閉
鎖
、
返
還
と
速
や
か
な
運
用
停
止
に
つ
き
ま
し
て
、

昨
年
１
月
１
０
日
に
米
軍
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設

事
業
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、政
府
か
ら
の
説
明
で
は
、提

供
手
続
き
完
了
ま
で
同
日
を
起
点
と
し
て
１
２
年
を
要

し
、具
体
の
返
還
期
日
は
、そ
の
後
の
部
隊
の
移
転
な
ど
の

プ
ロ
セ
ス
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
と
の
説
明
を
受
け
て

お
り
ま
す
。言
い
換
え
れ
ば
、
返
還
ま
で
１
０
年
を
超
え
る

期
間
、
普
天
間
飛
行
場
は
宜
野
湾
市
に
あ
り
続
け
る
こ
と

に
な
り
、そ
の
間
、市
民
は
過
重
な
基
地
負
担
を
強
い
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。私
は
、
宜
野
湾
市
民
の
悲
願
で
あ
る

普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
を
許
さ
ず
一
日
も
早
い
閉
鎖
、

返
還
と
速
や
か
な
運
用
停
止
を
実
現
す
る
た
め
、
日
米
両

政
府
に
対
し
返
還
期
日
の
早
期
確
定
を
強
く
求
め
る
と
と

も
に
、
政
府
の
説
明
よ
り
一
日
で
も
早
く
返
還
を
実
現
す

る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
探
求
し
、
要
請
、
協
議
を
行

い
、
こ
れ
を
勝
ち
取
る
た
め
に
全
身
全
霊
を
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。ま
た
、
普
天
間
飛
行
場
が
あ
る
が
ゆ
え
に
強
い
ら

れ
る
騒
音
問
題
な
ど
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
１
０
万

余
り
の
市
民
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、
市
民
の
切
実
な

状
況
を
政
府
に
直
接
届
け
、協
議
し
、連
携
し
て
対
応
す
る

た
め
の
場
の
設
置
に
向
け
、
強
力
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
普
天
間
飛
行
場
跡
地
利
用
に
つ
き
ま
し
て
、
松
川
前
市

長
の
強
い
要
請
の
成
果
と
し
て
、
政
府
の
令
和
７
年
度
予

算
案
に
お
い
て
、
返
還
前
の
公
共
用
地
の
先
行
取
得
の
た

め
の「
駐
留
軍
用
地
跡
地
先
行
取
得
事
業
費
補
助
金
」が
新

た
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
令
和
４
年
度
に
と
り
ま
と
め
た
跡
地
利
用
計
画

策
定
に
向
け
た
「
全
体
計
画
の
中
間
と
り
ま
と
め
（
第
２

回
）」に
つ
き
ま
し
て
、
更
に
具
体
化
し
た「
全
体
計
画
の
と

り
ま
と
め
」を
令
和
９
年
度
に
行
え
る
よ
う
、
政
府
、
沖
縄

県
な
ど
と
一
丸
と
な
り
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。そ

の
中
に「
Ｇ
Ｗ
２
０
５
０
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｓ(

ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
ニ
セ
ン
ゴ
ジ
ュ
ウ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ツ)

」
に
お
け
る
、

基
地
返
還
跡
地
の
一
体
的
な
利
用
に
つ
い
て
の
検
討
成
果

を
反
映
で
き
る
よ
う
、沖
縄
の
経
済
界
の
各
団
体
、那
覇
市

及
び
浦
添
市
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
が
、
令
和
７
年
度
は
第
五
次
宜

野
湾
市
総
合
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。先
の

令
和
６
年
１
２
月
議
会
に
お
い
て
採
択
い
た
だ
い
た
「
第

五
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画
基
本
構
想
」
に
掲
げ
て
い
る
６

つ
の
基
本
目
標
に
沿
い
、新
規
事
業
２
７
本
、継
続
事
業
１

１
２
本
、合
計
１
３
９
本
の
政
策
事
業
を
取
り
ま
と
め
、ま

た
総
額
６
６
７
億
９
千
万
円
と
な
る
本
市
の
一
般
会
計
予

算
案
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
予
算
事
業
の

内
容
を
中
心
に
、施
策
の
展
開
を
申
し
述
べ
、市
政
運
営
の

基
本
方
針
と
い
た
し
ま
す
。　
　

　
　
協
働
の
推
進
に
よ
る

　
　
持
続
可
能
な
ま
ち

　
１
つ
目
の
基
本
目
標
は
、「
協
働
の
推
進
に
よ
る
持
続
可

能
な
ま
ち
」で
あ
り
ま
す
。

基
本
施
策
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
開
か
れ
た
行
政
の
推

進
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る

自
治
会
へ
の
支
援
と
し
て
、
自
治
会
の
重
要
性
や
活
動
の

魅
力
な
ど
を
呼
び
か
け
、
自
治
会
と
連
携
し
な
が
ら
加
入

促
進
に
努
め
ま
す
。

　
老
朽
化
し
た
地
区
公
民
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
衛
省

の
補
助
金
等
を
活
用
し
、
今
後
改
築
等
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　
基
本
施
策
「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
度
中
に
策
定
す
る「
第
４
次
宜
野
湾
市
男
女
共
同

参
画
計
画
」に
基
づ
き
、
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
基
本
施
策「
国
際
・
国
内
交
流
の
推
進
」に
つ
き
ま
し
て

は
、本
年
、山
口
県
岩
国
市
と
姉
妹
都
市
の
提
携
を
行
い
ま

す
。提
携
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る
と
と
も
に
更
な
る
交

流
事
業
に
取
り
組
み
、友
好
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
基
本
施
策
「
効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、老
朽
化
し
狭
隘(

き
ょ
う
あ
い)

な
本

庁
舎
を
建
て
替
え
、
令
和
１
３
年
度
に
供
用
開
始
で
き
る

よ
う
、
検
討
を
開
始
い
た
し
ま
す
。ま
た
、
令
和
７
年
度
中

の
自
治
体
行
政
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
に
向
け
移

行
作
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
窓
口
業
務
改
革
や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
拡
大
な
ど
本
市

の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
八
次
宜
野

湾
市
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画
の
策
定
に
向
け
、

既
存
業
務
の
見
直
し
を
含
め
た
行
財
政
改
革
を
強
力
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
宜
野
湾
市
外
部
委
託
等
推
進
方
針
や

宜
野
湾
市
Ｐ
Ｐ
Ｐ/

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
導
入
優
先
的
検
討
指
針

等
に
基
づ
き
民
間
活
力
の
導
入
を
推
進
し
、
効
率
的
な
行

政
運
営
や
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
・
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
第
４
６
３
回
宜
野
湾
市
議
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
令
和

７
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
主
要
施
策
事
業
に
つ

い
て
申
し
述
べ
、
議
員
各
位
並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
７
月
２
６
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
松
川
正
則
前
市
長

の
後
を
う
け
、
昨
年
９
月
に「
松
川
市
政
継
承
　
想
い
を
ひ

と
つ
に
　
宜
野
湾
が
い
ち
ば
ん
」を
掲
げ
、
再
び
市
長
に
就

任
し
て
か
ら
早
く
も
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

の
向
上
、
保
育
の
受
け
皿
の
確
保
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。令
和
７
年
度
か
ら
は
順
次
公
立
幼
稚
園
の
認
定
こ
ど

も
園
へ
の
移
行
を
進
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
小
規
模
保

育
施
設
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
認
可
外
保
育
施

設
に
つ
き
ま
し
て
も
、
継
続
し
て
保
育
の
質
の
向
上
を
図

る
た
め
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
全
て
の
こ
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
、
こ
ど
も
の
良
質
な

成
長
を
促
す
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
全
て
の
子
育

て
家
庭
に
対
し
て
、
多
様
な
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
関
わ
ら
ず
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
を
令
和
７
年
度
よ
り
新
た
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
７

年
度
中
に
高
校
生
年
代
ま
で
助
成
対
象
を
拡
大
し
、
現
物

給
付
方
式
で
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
向
上
と
安
定
に
向
け
て
は
、

相
談
業
務
や
就
労
支
援
を
行
い
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童

を
対
象
に
、学
習
支
援
等
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
か
け
て
、母
子
保
健
等

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、こ
ど
も
た
ち
が
身
体
的
、精
神
的
、社
会
的
に

わ
た
っ
て
幸
せ
な
状
態
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に

向
け
、教
育
、保
健
医
療
、福
祉
等
の
分
野
横
断
的
な
学
術

研
究
と
研
究
拠
点
の
設
置
に
向
け
た
国
と
琉
球
大
学
の
検

討
に
つ
い
て
、協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
児
童
虐
待
・Ｄ
Ｖ
の
防
止
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、母
子
保
健
機
能
と

の
一
体
的
な
運
営
を
通
じ
て
、
包
括
的
な
切
れ
目
の
な
い

相
談
体
制
を
構
築
し
、
児
童
虐
待
等
の
未
然
防
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
広
報
・
啓
発
の
充
実
に
努

め
る
と
と
も
に
、女
性
相
談
支
援
員
に
よ
る
相
談
支
援
、沖

縄
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
の
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
へ
の
自
立
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
支
援
体
制
の
構
築
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、引
き
続
き
療
育
支
援
や
保
育
、放
課
後

活
動
等
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
的
ケ
ア
児
及
び

そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化
に
取
り
組

む
な
ど
、障
が
い
児
へ
の
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
の
こ
ど

も
の
居
場
所
づ
く
り
へ
の
支
援
や
、「
拠
点
型
こ
ど
も
の
居

場
所
」に
お
い
て
、
よ
り
困
難
な
課
題
を
抱
え
る
こ
ど
も
た

ち
を
継
続
し
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
不
登
校
児

童
生
徒
や
義
務
教
育
卒
業
後
に
進
路
未
定
の
こ
ど
も
た
ち

を
対
象
に
、
将
来
的
な
自
立
に
向
け
た
伴
走
型
の
学
習
支

援
及
び
就
労
支
援
を
新
た
に
実
施
し
、
貧
困
の
連
鎖
を
防

ぐ
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
未
来
を
担
う
人
間
力
の
育
成
」に
つ
き
ま
し

て
は
、小
中
学
校
教
育
に
お
き
ま
し
て
、生
涯
に
わ
た
り
自

立
し
た
学
習
者
と
し
て
の
資
質
・
能
力
を
備
え
ら
れ
る
よ

う
、キ
ャ
リ
ア
教
育
を
充
実
さ
せ
、自
己
肯
定
感
や
向
上
心

を
育
成
す
る
こ
と
で
、
学
び
に
向
か
う
力
の
育
成
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
個
別
最
適
な
学
び
、
協
働
的
な
学

び
を
推
進
す
る
た
め
授
業
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教

員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
習
支
援
員
を
引
き
続
き
全
小
中
学

校
に
配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
を
図
り
、
国
際
理
解
教
育
・
外
国
語
教
育
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、全
小
中
学
校
へ
Ａ
Ｌ
Ｔ(

外

国
語
指
導
助
手)
の
配
置
、
英
語
検
定
等
の
助
成
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。ま
た
、
異
文
化
理
解
と
実
践
的
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
中
学
生
の
短
期

海
外
留
学
派
遣
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
に
係
る
県
外
等
へ
の

派
遣
費
の
支
援
を
行
い
、
こ
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
図

り
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
幼
児
・
児
童
・
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
こ
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
な
学
校
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、全
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
へ
特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
引
き
続
き
配
置
い
た

し
ま
す
。ま
た
、
医
療
的
ケ
ア
等
を
必
要
と
す
る
こ
ど
も
た

ち
を
支
援
す
る
た
め
、
看
護
師
及
び
介
助
者
を
引
き
続
き

配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
ど
も
や
保
護
者
が
抱
え
る
課
題
、困
り
感
の
解
消
、不

登
校
児
童
生
徒
な
ど
の
居
場
所
づ
く
り
等
に
取
り
組
む
た

め
、教
育
支
援
セ
ン
タ
ー（
若
葉
教
室
）の
活
用
と
、臨
床
心

理
士
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
を
引
き
続
き

配
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

　
ま
た
、新
た
な
自
主
財
源
の
確
保
を
目
指
し
、資
産
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、
令
和
７

年
４
月
か
ら
の
第
５
次
宜
野
湾
市
定
員
管
理
計
画
に
基
づ

き
、柔
軟
性
の
高
い
組
織
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
の
行
政
需
要
に
対
応
し
、

市
民
福
祉
の
向
上
と
自
主
性
、
自
立
性
の
高
い
行
財
政
運

営
を
図
る
た
め
、
自
主
財
源
の
柱
と
な
る
市
税
の
確
保
が

不
可
欠
で
あ
り
、
公
正
・
公
平
で
適
正
な
課
税
業
務
の
確

立
と
、税
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、税
収

の
確
保
に
向
け
、積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
魅
力

あ
る
返
礼
品
の
拡
充
を
は
じ
め
、
令
和
６
年
度
に
寄
附
控

除
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
特
例
申
請
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
を
導
入
し
て
お
り
、
今
後
も
寄
附
の
し
や
す
い
環
境
を

整
え
、
さ
ら
に
多
く
の
寄
附
を
得
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
る
周
知
を
含
め
、
令
和
７
年
度
も

引
き
続
き
多
く
の
企
業
の
皆
様
に
ご
賛
同
を
得
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
、

　
　
心
豊
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち

　
基
本
目
標
の
２
つ
目
は「
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
、
心

豊
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち
」
で
あ
り
ま
す
。本
年
４
月
よ
り

設
置
す
る
こ
ど
も
部
を
中
心
に
、
今
年
度
策
定
し
た「
宜
野

湾
市
こ
ど
も
計
画
」
に
基
づ
き
、
基
本
目
標
の
達
成
に
向

け
、各
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
子
育
て
支
援
・
子
育
て
環
境
の
充
実
」に
つ

い
て
、教
育
・
保
育
に
お
い
て
は
、保
育
士
の
処
遇
改
善
及

び
負
担
軽
減
の
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
育
士

の
確
保
及
び
離
職
防
止
を
図
り
、
幼
児
教
育
・
保
育
の
質

2、
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学
校
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
嘉
数
小
学
校
水

泳
プ
ー
ル
改
築
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、

宜
野
湾
小
学
校
な
ど
の
機
能
低
下
し
た
空
調
設
備
の
防
音

機
能
復
旧
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
そ
の

他
経
年
劣
化
な
ど
に
よ
り
機
能
低
下
し
た
施
設
・
設
備
に

つ
き
ま
し
て
も
、
計
画
的
な
改
修
や
包
括
管
理
業
務
委
託

に
よ
る
予
防
保
全
型
の
管
理
を
実
施
し
、
安
心
・
安
全
な

施
設
環
境
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
地
域
活
動
を
通
じ
た
学
び
の
充
実
と
文
化

の
継
承
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
会
館
や
中
央
公
民
館
な

ど
、
学
び
の
拠
点
施
設
を
中
心
と
し
た
生
涯
学
習
支
援
や

芸
術
文
化
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
　
平
成
２
５
年
度
に
一
時
中
断
し
て
い
ま
し
た
普
天
間

飛
行
場
の
文
化
財
調
査
を
令
和
６
年
度
よ
り
再
開
し
、
基

地
返
還
後
の
円
滑
な
跡
地
利
用
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
野
嵩
ス
デ
ィ
バ
ナ
ビ
ラ
石
畳
道
の
保

存
整
備
工
事
を
行
い
、
琉
球
王
府
時
代
の
石
畳
道
に
復
元

し
、公
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
博
物
館
に
お
き
ま
し
て
は
、
戦
後
８
０
周
年
に
係

る
企
画
展
及
び
講
座
な
ど
の
開
催
や
、「
宜
野
湾
市
史
」
民

俗
編
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

 

　
　
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に

　
　
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
基
本
目
標
の
３
つ
目
は
「
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」で
あ
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
と
琉
球
大
学
、
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
電
話
株
式
会
社
に
お

け
る
産
学
官
連
携
の
も
と
、
全
て
の
市
民
が「
自
然
に
健
康

に
な
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活

用
し
た
市
民
の
健
康
行
動
を
推
進
す
る
た
め
の
「
沖
縄
健

康
医
療
拠
点
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
引
き
続
き

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
受
診
率
向
上
対
策
と
し
て
、
今
年
度
ま
で
実

施
し
て
い
る
受
診
者
全
員
に
対
し
商
品
券
３
，
０
０
０
円

分
の
特
典
を
付
与
す
る
「
Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！
と
く
と
く
特
定

健
診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
成
果
も
あ
り
、
受
診
率
が
向
上

し
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
３
８
．４
％
と
県
内
１
１

市
中
３
位
と
な
り
ま
し
た
。令
和
７
年
度
は
、「
沖
縄
健
康

医
療
拠
点
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
で
構
築
す
る
健

康
ア
プ
リ
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
活
用
し
た
受
診
勧
奨

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
継
続
受
診
の
重
要
性

の
周
知
や
医
療
機
関
に
お
け
る
日
曜
健
診
の
実
施
な
ど
受

診
機
会
の
拡
大
を
図
り
、
特
定
保
健
指
導
及
び
糖
尿
病
等

の
重
症
化
予
防
へ
向
け
、
医
療
機
関
と
の
さ
ら
な
る
連
携

を
図
り
ま
す
。加
え
て
、
市
民
を
対
象
と
し
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢

性
腎
臓
病
）・
糖
尿
病
性
腎
臓
病
対
策
と
し
て
、「
じ
の
ー

ん
腎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
病
診
連
携
を
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
感
染
症
予
防
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
に
向
け
て

は
、
適
切
な
時
期
に
お
け
る
予
防
接
種
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、引
き
続
き
予
防
接
種
事
業
を
実
施
し
、接
種
率
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
加
入
者
の
健

康
増
進
、
お
よ
び
国
保
事
業
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
向

け
て
、
医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
や
国
保
税
の
収
納
確

保
等
に
努
め
ま
す
。

　
基
本
施
策「
地
域
福
祉
の
推
進
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
で
の
支
え
合
い
活
動
へ
の
支
援
や
、
福
祉
を
担
う
心
豊

か
な
人
づ
く
り
、
相
談
体
制
の
充
実
等
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
等
自
立
支
援
対
策
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
生
活
保
護
制
度
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
周

知
に
努
め
、
相
談
支
援
の
充
実
及
び
就
労
支
援
を
強
化
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
ひ
と
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、い
つ
で
も
、ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
が
で
き
る

よ
う
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、「
包
括
的
支
援
体
制
推
進
協
議
会
」を
設
置
し
、相
談
支

援
、参
加
支
援
、地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
一
体
的
に

実
施
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、引
き
続
き
障
が
い
者
を
含
む
全
て
の
市
民
が
、安
心
し

て
地
域
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、
地
域
社
会
へ
障
が
い
者
へ

の
理
解
を
促
進
し
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
基
本
施
策「
高
齢
者
福
祉
・
介
護
の
充
実
」に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

引
き
続
き
フ
レ
イ
ル
予
防
や
自
立
支
援
、
介
護
予
防
・
重

症
化
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。 

ま
た
、
在
宅
医
療
介
護
連

携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
の
一
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
認
知
症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
見
守
り
自
動
販
売
機

等
運
営
委
託
事
業
」の
推
進
に
よ
り
、
引
き
続
き
本
人
と
ご

家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
自
治
会
・
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
・
民
間
企
業
等
と
も
協
働
し
、
地
域
の
支
え

合
い
で
、高
齢
者
の
健
康
・
安
心
を
築
き
、生
活
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
　
宜
野
湾
の
特
性
を
活
か
し
た

　
　
賑
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち

　
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
給

食
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
策
と
し

ま
し
て
、令
和
７
年
度
は
小
学
校
に
お
い
て
、給
食
費
の
半

額
助
成
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
給
食
費
の
改

定
に
よ
る
負
担
増
分
の
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。中

学
校
に
お
い
て
は
、県
と
の
調
整
の
も
と
、半
額
助
成
事
業

を
新
た
に
実
施
し
、負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

と
教
育
環
境
の
充
実
」に
つ
き
ま
し
て
は
、学
校
、家
庭
、地

域
、
関
係
団
体
等
が
、
連
携
・
協
働
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
充
実
を
図
り
、
新
し
い
時
代
を
担
う
児
童
生

徒
の
資
質
・
能
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
職
員
が

「
働
き
や
す
さ
」や「
働
き
が
い
」を
実
感
で
き
る
よ
う
、
教

職
員
の
業
務
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。引
き
続

き
、
学
校
用
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
活
用
や
全
小
中
学
校
へ

の
教
員
業
務
支
援
員
を
配
置
す
る
ほ
か
、
学
校
に
お
け
る

法
的
問
題
に
関
し
専
門
的
な
助
言
や
支
援
を
行
う
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
を
新
た
に
配
置
す
る
な
ど
、
実
効
性
あ
る
働

き
方
改
革
、業
務
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど

も
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
を
継
続
し

て
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
、近
隣
大
学
と
連
携
す
る
な
ど
、宜
野
湾
型
モ
デ
ル
と
し

て
運
動
部
活
動
の
段
階
的
な
移
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
教
育
情
報
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
る
た
め
、
１
人
１
台
端
末
等

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
自
立
し
た
学
習
者
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
教
職
員
の
授
業
支
援
や
業
務

改
善
を
図
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
引
き
続
き
配
置
し

ま
す
。

工
会
議
所
へ
の
移
行
に
向
け
て
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

商
店
街
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
通
り
会
組
織
の
設
立

サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
情
報
通
信
産
業
の
振
興
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
市
の
情
報
通
信
産
業
振
興
施
設
で
あ
る
宜
野
湾
ベ

イ
サ
イ
ド
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
関
連
事
業
者
の
誘

致
、立
地
促
進
を
図
る
こ
と
で
、企
業
の
集
積
や
技
術
者
の

育
成
、
雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。ま
た
、
商
業
・
工
業
・

情
報
通
信
産
業
な
ど
異
業
種
連
携
に
よ
る
事
業
創
出
を
支

援
し
、
市
産
業
全
体
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
基
本
施
策「
企
業
立
地
と
人
材
育
成
、
新
た
な
働
き
方
に

よ
る
就
労
の
促
進
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
の
空
き
物
件

を
活
用
し
て
起
業
・
創
業
す
る
事
業
者
に
対
し
、
事
務
所

等
の
家
賃
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部
の
支
援
を
開
始

す
る
な
ど
企
業
立
地
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
雇
用
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
若
年
者
の
就
業
意
識
向

上
及
び
失
業
率
改
善
を
目
的
と
し
た
地
域
キ
ャ
リ
ア
教
育

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
児
童
生
徒
の
職
業
観
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
及
び
地
域
へ
の
愛
着
を
育
み
、
本
市
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。ま
た
、
新
た
に
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
都
市
農
業
・
漁
業
の
振
興
」に
つ
き
ま
し
て

は
、
生
産
農
家
へ
の
各
種
補
助
事
業
に
よ
る
支
援
を
継
続

し
、本
市
農
産
物
の
地
産
地
消
を
進
め
る
と
と
も
に
、本
市

の
農
水
産
業
振
興
拠
点
施
設
で
あ
る「
ゆ
い
マ
ル
シ
ェ
」を

活
用
し
な
が
ら
、そ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
大
山
田
い
も
栽
培
地
域
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

権
者
及
び
耕
作
者
の
意
向
を
踏
ま
え
た
栽
培
農
地
の
保
全

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
漁
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
業
者
へ
の
燃
油
費

の
補
助
を
継
続
し
、
経
営
の
安
定
化
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、市
産
業
ま
つ
り
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
、主
要
水
産

物
で
あ
る
ソ
デ
イ
カ
や
海
ぶ
ど
う
な
ど
の
販
売
促
進
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
す
べ
て
の
人
が
安
全
・
安
心
で

　
　
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
５
つ
目
の
基
本
目
標
は
「
す
べ
て
の
人
が
安
全
・
安
心

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」で
あ
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
防
災
及
び
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
」に
つ

き
ま
し
て
、
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
以
来
１
３
年
ぶ
り
の

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、
ま
た
本
島
北
部
の
記
録
的
大
雨

に
よ
り
河
川
が
氾
濫
す
る
な
ど
、災
害
が
激
甚
化
し
、本
市

に
お
い
て
も
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。大

規
模
災
害
等
に
備
え
、
不
足
し
て
い
る
避
難
所
や
備
蓄
倉

庫
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、平
時
に
お
い
て
は
、防
災
に
関

す
る
研
修
の
開
催
や
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
市
民
へ
の
啓

発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
避
難
所
運
営
に
係

る
備
蓄
品
、資
機
材
等
の
調
達
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
引
き
続
き
実
施
し
、
地
域

の
防
災
力
の
要
で
あ
る
自
主
防
災
組
織
の
強
化
・
支
援
を

図
り
、
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
市
民
へ
の
災

害
情
報
の
速
や
か
な
伝
達
手
段
の
整
備
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
昨
年
度
、
宜
野
湾
市
飲
食
業
組
合
と
締
結
し
ま
し
た「
災

害
時
に
お
け
る
炊
出
し
に
関
す
る
協
定
」を
例
に
、
民
間
事

業
者
、団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、災
害
時
に
お
け
る

共
助
の
輪
を
広
め
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
活
用
し
、個
別
避
難

計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
救
急
・
消
防
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽
化
し
た
消

防
本
部
庁
舎
の
増
築
・
改
修
事
業
の
工
事
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、増
加
す
る
救
急
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、救
急
自
動

車
を
は
じ
め
と
す
る
、
車
両
の
更
新
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、職
員
定
数
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、柔
軟
性
の
高
い
組

織
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　
消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
対
応
能
力
の
向
上
と

地
域
防
災
力
の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
、
そ
の
一
翼
を

担
う
消
防
団
員
の
育
成
・
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
火
災
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
や
取
り
替
え
を
推
進
し
、
積
極
的
に
取
り
付
け
の
支

援
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。事
業
所
等
に
お
い
て
は
、
防

火
管
理
者
等
へ
の
指
導
を
徹
底
し
、
防
火
管
理
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
目
標
の
４
つ
目
は
「
宜
野
湾
の
特
性
を
活
か
し
た

賑
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
」で
あ
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興
」に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
市
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い
る「
横
浜

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
」が
、
セ
・
リ
ー
グ
優
勝
、
日
本

シ
リ
ー
ズ
２
連
覇
が
で
き
る
よ
う
キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
事

業
を
継
続
し
、
誘
客
イ
ベ
ン
ト
支
援
を
行
う
こ
と
で
来
訪

者
の
拡
大
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
新
た
な
ス
ポ
ー

ツ
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
等
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
本
市
西
海
岸
に
広
が
る
豊
か
な
サ
ン
ゴ
礁
や
海
洋
生
物

を
守
り
育
て
、
新
た
な
観
光
資
源
を
確
立
す
る
た
め
の
活

動
を
支
援
い
た
し
ま
す
。ま
た
、
同
地
域
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
「
ぎ
の
わ
ん
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
関
連
事
業
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を
行
い
、

エ
リ
ア
一
帯 

を
観
光
客
や
市
民
が
よ
り
一
層
賑
わ
い
、
憩

え
る
場
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
水
準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
・

リ
ゾ
ー
ト
等
の
形
成
の
た
め
、
引
き
続
き
国
及
び
沖
縄
県

と
連
携
し
仮
設
避
難
港
の
開
発
に
向
け
た
協
議
を
進
め
る

と
と
も
に
、沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、宜
野
湾
港

マ
リ
ー
ナ
等
の
沖
縄
県
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

沖
縄
県
と
協
議
す
る
な
ど
、
西
海
岸
地
域
の
開
発
へ
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
商
工
業
の
振
興
及
び
商
店
街
の
活
性
化
」に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
本
市
の
特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
及

び
販
路
拡
大
を
目
的
に
、
県
内
外
の
物
産
展
等
に
出
展
す

る
市
内
事
業
者
へ
の
出
展
料
等
の
経
費
や
旅
費
の
助
成
を

引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
商
工
会
が
行
う
販
路
開
拓
支

援
事
業
に
対
す
る
補
助
を
行
う
な
ど
、
商
工
業
振
興
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
商
工
会
の
商

3、

4、
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学
校
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
嘉
数
小
学
校
水

泳
プ
ー
ル
改
築
事
業
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、

宜
野
湾
小
学
校
な
ど
の
機
能
低
下
し
た
空
調
設
備
の
防
音

機
能
復
旧
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
そ
の

他
経
年
劣
化
な
ど
に
よ
り
機
能
低
下
し
た
施
設
・
設
備
に

つ
き
ま
し
て
も
、
計
画
的
な
改
修
や
包
括
管
理
業
務
委
託

に
よ
る
予
防
保
全
型
の
管
理
を
実
施
し
、
安
心
・
安
全
な

施
設
環
境
の
維
持
に
努
め
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
地
域
活
動
を
通
じ
た
学
び
の
充
実
と
文
化

の
継
承
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
会
館
や
中
央
公
民
館
な

ど
、
学
び
の
拠
点
施
設
を
中
心
と
し
た
生
涯
学
習
支
援
や

芸
術
文
化
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

　
平
成
２
５
年
度
に
一
時
中
断
し
て
い
ま
し
た
普
天
間

飛
行
場
の
文
化
財
調
査
を
令
和
６
年
度
よ
り
再
開
し
、
基

地
返
還
後
の
円
滑
な
跡
地
利
用
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
野
嵩
ス
デ
ィ
バ
ナ
ビ
ラ
石
畳
道
の
保

存
整
備
工
事
を
行
い
、
琉
球
王
府
時
代
の
石
畳
道
に
復
元

し
、公
開
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
立
博
物
館
に
お
き
ま
し
て
は
、
戦
後
８
０
周
年
に
係

る
企
画
展
及
び
講
座
な
ど
の
開
催
や
、「
宜
野
湾
市
史
」
民

俗
編
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

 

　
　
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に

　
　
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
基
本
目
標
の
３
つ
目
は
「
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
生
き

生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」で
あ
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
市
と
琉
球
大
学
、
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
電
話
株
式
会
社
に
お

け
る
産
学
官
連
携
の
も
と
、
全
て
の
市
民
が「
自
然
に
健
康

に
な
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活

用
し
た
市
民
の
健
康
行
動
を
推
進
す
る
た
め
の
「
沖
縄
健

康
医
療
拠
点
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
を
引
き
続
き

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
定
健
診
受
診
率
向
上
対
策
と
し
て
、
今
年
度
ま
で
実

施
し
て
い
る
受
診
者
全
員
に
対
し
商
品
券
３
，
０
０
０
円

分
の
特
典
を
付
与
す
る
「
Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！
と
く
と
く
特
定

健
診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
成
果
も
あ
り
、
受
診
率
が
向
上

し
、
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
３
８
．４
％
と
県
内
１
１

市
中
３
位
と
な
り
ま
し
た
。令
和
７
年
度
は
、「
沖
縄
健
康

医
療
拠
点
健
康
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
で
構
築
す
る
健

康
ア
プ
リ
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
活
用
し
た
受
診
勧
奨

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
継
続
受
診
の
重
要
性

の
周
知
や
医
療
機
関
に
お
け
る
日
曜
健
診
の
実
施
な
ど
受

診
機
会
の
拡
大
を
図
り
、
特
定
保
健
指
導
及
び
糖
尿
病
等

の
重
症
化
予
防
へ
向
け
、
医
療
機
関
と
の
さ
ら
な
る
連
携

を
図
り
ま
す
。加
え
て
、
市
民
を
対
象
と
し
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ（
慢

性
腎
臓
病
）・
糖
尿
病
性
腎
臓
病
対
策
と
し
て
、「
じ
の
ー

ん
腎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
病
診
連
携
を
引
き
続
き
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
感
染
症
予
防
及
び
そ
の
ま
ん
延
防
止
に
向
け
て

は
、
適
切
な
時
期
に
お
け
る
予
防
接
種
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、引
き
続
き
予
防
接
種
事
業
を
実
施
し
、接
種
率
向

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
加
入
者
の
健

康
増
進
、
お
よ
び
国
保
事
業
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
向

け
て
、
医
療
費
適
正
化
の
取
り
組
み
や
国
保
税
の
収
納
確

保
等
に
努
め
ま
す
。

　
基
本
施
策「
地
域
福
祉
の
推
進
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

域
で
の
支
え
合
い
活
動
へ
の
支
援
や
、
福
祉
を
担
う
心
豊

か
な
人
づ
く
り
、
相
談
体
制
の
充
実
等
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
等
自
立
支
援
対
策
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
生
活
保
護
制
度
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
周

知
に
努
め
、
相
談
支
援
の
充
実
及
び
就
労
支
援
を
強
化
い

た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
す
べ
て
の
ひ
と
に
や
さ
し
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、い
つ
で
も
、ど
ん
な
こ
と
で
も
相
談
が
で
き
る

よ
う
包
括
的
な
相
談
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、「
包
括
的
支
援
体
制
推
進
協
議
会
」を
設
置
し
、相
談
支

援
、参
加
支
援
、地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
を
一
体
的
に

実
施
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
障
が
い
者
福
祉
の
充
実
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、引
き
続
き
障
が
い
者
を
含
む
全
て
の
市
民
が
、安
心
し

て
地
域
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
、
地
域
社
会
へ
障
が
い
者
へ

の
理
解
を
促
進
し
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
基
本
施
策「
高
齢
者
福
祉
・
介
護
の
充
実
」に
つ
き
ま
し

て
は
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、

引
き
続
き
フ
レ
イ
ル
予
防
や
自
立
支
援
、
介
護
予
防
・
重

症
化
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。 

ま
た
、
在
宅
医
療
介
護
連

携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
の
一
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
認
知
症
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
見
守
り
自
動
販
売
機

等
運
営
委
託
事
業
」の
推
進
に
よ
り
、
引
き
続
き
本
人
と
ご

家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
自
治
会
・
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
・
民
間
企
業
等
と
も
協
働
し
、
地
域
の
支
え

合
い
で
、高
齢
者
の
健
康
・
安
心
を
築
き
、生
活
支
援
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

　
　
宜
野
湾
の
特
性
を
活
か
し
た

　
　
賑
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち

　
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
給

食
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
策
と
し

ま
し
て
、令
和
７
年
度
は
小
学
校
に
お
い
て
、給
食
費
の
半

額
助
成
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
給
食
費
の
改

定
に
よ
る
負
担
増
分
の
助
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。中

学
校
に
お
い
て
は
、県
と
の
調
整
の
も
と
、半
額
助
成
事
業

を
新
た
に
実
施
し
、負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

と
教
育
環
境
の
充
実
」に
つ
き
ま
し
て
は
、学
校
、家
庭
、地

域
、
関
係
団
体
等
が
、
連
携
・
協
働
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
の
充
実
を
図
り
、
新
し
い
時
代
を
担
う
児
童
生

徒
の
資
質
・
能
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
職
員
が

「
働
き
や
す
さ
」や「
働
き
が
い
」を
実
感
で
き
る
よ
う
、
教

職
員
の
業
務
負
担
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。引
き
続

き
、
学
校
用
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
の
活
用
や
全
小
中
学
校
へ

の
教
員
業
務
支
援
員
を
配
置
す
る
ほ
か
、
学
校
に
お
け
る

法
的
問
題
に
関
し
専
門
的
な
助
言
や
支
援
を
行
う
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
を
新
た
に
配
置
す
る
な
ど
、
実
効
性
あ
る
働

き
方
改
革
、業
務
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
ど

も
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
を
継
続
し

て
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

に
、近
隣
大
学
と
連
携
す
る
な
ど
、宜
野
湾
型
モ
デ
ル
と
し

て
運
動
部
活
動
の
段
階
的
な
移
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
教
育
情
報
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図
る
た
め
、
１
人
１
台
端
末
等

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
自
立
し
た
学
習
者
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
教
職
員
の
授
業
支
援
や
業
務

改
善
を
図
る
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
引
き
続
き
配
置
し

ま
す
。

工
会
議
所
へ
の
移
行
に
向
け
て
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

商
店
街
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、
通
り
会
組
織
の
設
立

サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
情
報
通
信
産
業
の
振
興
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
市
の
情
報
通
信
産
業
振
興
施
設
で
あ
る
宜
野
湾
ベ

イ
サ
イ
ド
情
報
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
関
連
事
業
者
の
誘

致
、立
地
促
進
を
図
る
こ
と
で
、企
業
の
集
積
や
技
術
者
の

育
成
、
雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。ま
た
、
商
業
・
工
業
・

情
報
通
信
産
業
な
ど
異
業
種
連
携
に
よ
る
事
業
創
出
を
支

援
し
、
市
産
業
全
体
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
基
本
施
策「
企
業
立
地
と
人
材
育
成
、
新
た
な
働
き
方
に

よ
る
就
労
の
促
進
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
内
の
空
き
物
件

を
活
用
し
て
起
業
・
創
業
す
る
事
業
者
に
対
し
、
事
務
所

等
の
家
賃
及
び
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部
の
支
援
を
開
始

す
る
な
ど
企
業
立
地
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
雇
用
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
若
年
者
の
就
業
意
識
向

上
及
び
失
業
率
改
善
を
目
的
と
し
た
地
域
キ
ャ
リ
ア
教
育

支
援
事
業
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
児
童
生
徒
の
職
業
観
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
及
び
地
域
へ
の
愛
着
を
育
み
、
本
市
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。ま
た
、
新
た
に
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
事
業
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
都
市
農
業
・
漁
業
の
振
興
」に
つ
き
ま
し
て

は
、
生
産
農
家
へ
の
各
種
補
助
事
業
に
よ
る
支
援
を
継
続

し
、本
市
農
産
物
の
地
産
地
消
を
進
め
る
と
と
も
に
、本
市

の
農
水
産
業
振
興
拠
点
施
設
で
あ
る「
ゆ
い
マ
ル
シ
ェ
」を

活
用
し
な
が
ら
、そ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　
大
山
田
い
も
栽
培
地
域
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地

権
者
及
び
耕
作
者
の
意
向
を
踏
ま
え
た
栽
培
農
地
の
保
全

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
漁
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
業
者
へ
の
燃
油
費

の
補
助
を
継
続
し
、
経
営
の
安
定
化
を
支
援
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、市
産
業
ま
つ
り
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
、主
要
水
産

物
で
あ
る
ソ
デ
イ
カ
や
海
ぶ
ど
う
な
ど
の
販
売
促
進
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
す
べ
て
の
人
が
安
全
・
安
心
で

　
　
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
５
つ
目
の
基
本
目
標
は
「
す
べ
て
の
人
が
安
全
・
安
心

で
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」で
あ
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
防
災
及
び
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
」に
つ

き
ま
し
て
、
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
以
来
１
３
年
ぶ
り
の

津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
、
ま
た
本
島
北
部
の
記
録
的
大
雨

に
よ
り
河
川
が
氾
濫
す
る
な
ど
、災
害
が
激
甚
化
し
、本
市

に
お
い
て
も
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。大

規
模
災
害
等
に
備
え
、
不
足
し
て
い
る
避
難
所
や
備
蓄
倉

庫
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、平
時
に
お
い
て
は
、防
災
に
関

す
る
研
修
の
開
催
や
防
災
訓
練
の
実
施
な
ど
市
民
へ
の
啓

発
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
避
難
所
運
営
に
係

る
備
蓄
品
、資
機
材
等
の
調
達
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
引
き
続
き
実
施
し
、
地
域

の
防
災
力
の
要
で
あ
る
自
主
防
災
組
織
の
強
化
・
支
援
を

図
り
、
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
市
民
へ
の
災

害
情
報
の
速
や
か
な
伝
達
手
段
の
整
備
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
昨
年
度
、
宜
野
湾
市
飲
食
業
組
合
と
締
結
し
ま
し
た「
災

害
時
に
お
け
る
炊
出
し
に
関
す
る
協
定
」を
例
に
、
民
間
事

業
者
、団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、災
害
時
に
お
け
る

共
助
の
輪
を
広
め
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
を
活
用
し
、個
別
避
難

計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
救
急
・
消
防
体
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽
化
し
た
消

防
本
部
庁
舎
の
増
築
・
改
修
事
業
の
工
事
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、増
加
す
る
救
急
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、救
急
自
動

車
を
は
じ
め
と
す
る
、
車
両
の
更
新
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、職
員
定
数
改
正
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、柔
軟
性
の
高
い
組

織
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

　
消
防
団
に
つ
き
ま
し
て
は
、
災
害
対
応
能
力
の
向
上
と

地
域
防
災
力
の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
、
そ
の
一
翼
を

担
う
消
防
団
員
の
育
成
・
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
火
災
予
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
や
取
り
替
え
を
推
進
し
、
積
極
的
に
取
り
付
け
の
支

援
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。事
業
所
等
に
お
い
て
は
、
防

火
管
理
者
等
へ
の
指
導
を
徹
底
し
、
防
火
管
理
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
目
標
の
４
つ
目
は
「
宜
野
湾
の
特
性
を
活
か
し
た

賑
わ
い
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
」で
あ
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興
」に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
市
で
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い
る「
横
浜

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
」が
、
セ
・
リ
ー
グ
優
勝
、
日
本

シ
リ
ー
ズ
２
連
覇
が
で
き
る
よ
う
キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
事

業
を
継
続
し
、
誘
客
イ
ベ
ン
ト
支
援
を
行
う
こ
と
で
来
訪

者
の
拡
大
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
新
た
な
ス
ポ
ー

ツ
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
入
れ
等
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
本
市
西
海
岸
に
広
が
る
豊
か
な
サ
ン
ゴ
礁
や
海
洋
生
物

を
守
り
育
て
、
新
た
な
観
光
資
源
を
確
立
す
る
た
め
の
活

動
を
支
援
い
た
し
ま
す
。ま
た
、
同
地
域
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
エ
リ
ア
で
開
催
さ
れ
る
「
ぎ
の
わ
ん
ハ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
関
連
事
業
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
を
行
い
、

エ
リ
ア
一
帯 

を
観
光
客
や
市
民
が
よ
り
一
層
賑
わ
い
、
憩

え
る
場
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
水
準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
・

リ
ゾ
ー
ト
等
の
形
成
の
た
め
、
引
き
続
き
国
及
び
沖
縄
県

と
連
携
し
仮
設
避
難
港
の
開
発
に
向
け
た
協
議
を
進
め
る

と
と
も
に
、沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、宜
野
湾
港

マ
リ
ー
ナ
等
の
沖
縄
県
施
設
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

沖
縄
県
と
協
議
す
る
な
ど
、
西
海
岸
地
域
の
開
発
へ
向
け

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
商
工
業
の
振
興
及
び
商
店
街
の
活
性
化
」に

つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
本
市
の
特
産
品
等
の
Ｐ
Ｒ
及

び
販
路
拡
大
を
目
的
に
、
県
内
外
の
物
産
展
等
に
出
展
す

る
市
内
事
業
者
へ
の
出
展
料
等
の
経
費
や
旅
費
の
助
成
を

引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
商
工
会
が
行
う
販
路
開
拓
支

援
事
業
に
対
す
る
補
助
を
行
う
な
ど
、
商
工
業
振
興
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
る
商
工
会
の
商

5、
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に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
基
盤
の

整
備
等
に
向
け
、
引
き
続
き
佐
真
下
第
二
地
区
及
び
西
普

天
間
住
宅
地
区
の
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
大

山
地
区
に
つ
い
て
は
、
令
和
９
年
度
の
事
業
認
可
に
向
け

て
取
り
組
み
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、防
衛
省
の
補
助
金
を
活
用
し
、普
天
間
地
区
に
お
い
て

は
、令
和
９
年
度
の
完
了
に
向
け
、引
き
続
き
物
件
補
償
な

ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ア
ト
リ
エ
棟
の
解
体
及
び
山

田
真
山
画
伯
が
制
作
し
た
沖
縄
平
和
祈
念
像
原
型
の
曳
家

を
実
施
い
た
し
ま
す
。ま
た
、
交
流
拠
点
施
設
新
設
工
事
に

着
手
い
た
し
ま
す
。少
人
数
の
研
修
室
か
ら
３
０
０
名
以

上
の
利
用
を
想
定
し
た
ホ
ー
ル
、
児
童
館
機
能
を
有
し
た

交
流
ス
ペ
ー
ス
、
平
和
祈
念
像
展
示
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備

え
、地
域
の
皆
様
の
み
な
ら
ず
、訪
れ
る
方
々
に
も
便
利
で

魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。ま
た
、
真
栄
原
地
区
に
お
い
て
は
、
令
和
１
０
年

度
の
完
了
に
向
け
、引
き
続
き
、保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
健
康
や
子
育
て
支
援
機
能
、
サ
ー
ク
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
が
行
え
る
小
ホ
ー
ル
を
備
え
る
交
流
拠
点
施

設
の
整
備
へ
向
け
た
物
件
補
償
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
市
営
住
宅

の
計
画
的
な
修
繕
や
、
改
善
に
よ
る
長
寿
命
化
を
推
進
し
、

伊
利
原
市
営
住
宅
Ｆ
棟
改
修
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
基
本
施
策「
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」に
つ
き
ま
し

て
は
、
遅
れ
て
い
た
西
普
天
間
住
宅
地
区
と
国
道
５
８
号

を
つ
な
ぐ
市
道
喜
友
名
２
３
号
は
今
月
末
に
供
用
を
開
始

し
、
３
月
２
３
日
に
は
都
市
計
画
道
路
西
普
天
間
線
と
併

せ
開
通
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
道
宜
野
湾
１
１
号
と
国
道
３
３
０
号
を
結
ぶ

道
路
整
備
計
画
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
３
・
４
・
７
１
号
普
天
間
線
道
路
整

備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
用
地
補
償
や
整
備

工
事
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
沿
道
は
地
区
計
画
等

に
よ
り
良
好
な
景
観
形
成
に
努
め
ま
す
。

　
真
栄
原
２
丁
目
地
内
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
、
市
道
真

栄
原
５
４
号
及
び
５
５
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
整
備

に
向
け
、引
き
続
き
用
地
補
償
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
生
活
環
境
改
善
、
良
好
な
道
路
網
の
提
供
を
目
的
と
し

た
、市
道
我
如
古
２
１
号
及
び
真
栄
原
１
１
号
は
、通
学
路

や
避
難
路
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
道

路
と
し
て
、引
き
続
き
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、市
道
伊
佐
１
号
に
つ
い
て
は
、令
和
７
年
度
は
環

境
影
響
評
価
及
び
埋
め
立
て
申
請
業
務
な
ど
を
進
め
、
道

路
拡
幅
に
向
け
た
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
内
の
私
道
に
お
い
て
、地
元
住
民
で
は
、大
掛
か
り
で

整
備
が
で
き
な
い
場
所
な
ど
、
私
道
維
持
管
理
に
係
る
整

備
工
事
を
行
う
者
に
対
し
、
市
が
そ
の
工
事
費
の
一
部
と

し
て
、
補
助
金
を
交
付
す
る
新
た
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
上
・
下
水
道
の
整
備
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
８
年
度
か
ら
の
上
下
水
道
事
業
の
次
期
包
括
業
務
委

託
に
つ
い
て
、
現
在
国
が
進
め
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ/ 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
、
新
た
な
官
民
連
携
方
式

と
な
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
導
入
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
市
民
及
び
事
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
分
の
減
免
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
新
規
開
発
区
域
の
整

備
と
あ
わ
せ
、
引
き
続
き
施
設
の
改
修
や
更
新
を
計
画
的

に
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
期
的
な
視
点
で
施

設
の
適
切
な
機
能
保
全
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
未
整
備

地
区
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
気

候
変
動
を
踏
ま
え
た
浸
水
被
害
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、

浸
水
対
策
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
雨
水
管
理
総
合
計

画
を
策
定
し
、
浸
水
防
止
対
策
や
道
路
冠
水
対
策
に
係
る

ハ
ー
ド
整
備
は
も
と
よ
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な

ど
、
防
災
や
危
機
管
理
の
ソ
フ
ト
対
策
等
に
も
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
安
全
・
安
心
な
市
街
地
環
境
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
西
普
天
間
住
宅
地
区
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
・

下
水
道
事
業
の
重
点
整
備
地
区
と
し
て
土
地
区
画
整
理
事

業
等
の
関
連
事
業
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
計

画
的
に
事
業
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
基
本
施
策「
公
園
・
緑
地
及
び
墓
園
等
の
整
備
」に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
着
手
し
て
い
る
公
園
の
整
備
を
引
き
続

き
行
う
と
と
も
に
、防
衛
省
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、新
規

の
公
園
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
西
普
天
間
住

宅
地
区
内
に
計
画
し
て
い
る
総
合
公
園
に
お
き
ま
し
て

は
、
令
和
８
年
度
の
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

　
公
園
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
定
管
理

者
に
よ
る
適
切
な
点
検
・
補
修
を
行
う
と
と
も
に
、
公
園

施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
遊
具
等
を
更
新
い
た
し

ま
す
。宜
野
湾
海
浜
公
園
、
宜
野
湾
市
立
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ

き
ま
し
て
は
、再
編
整
備
計
画
に
基
づ
き
、公
園
利
用
者
の

安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化

活
動
の
充
実
及
び
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
再
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
宜
野
湾
海
浜
公
園
屋
外
劇
場
の
建
て
替
え
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
８
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
本
体
工
事
を
進

　
基
本
施
策「
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
強
化
」に
つ
き
ま

し
て
は
、
内
閣
府
の
補
助
金
を
活
用
し
て
故
障
し
た
防
犯

カ
メ
ラ
の
交
換
を
順
次
行
い
ま
す
。ま
た
、
各
世
代
に
対
す

る
交
通
安
全
の
意
識
啓
発
及
び
老
朽
化
し
た
交
通
安
全
施

設
の
更
新
に
取
り
組
む
ほ
か
、
近
年
急
増
し
て
い
る
特
殊

詐
欺
被
害
等
か
ら
、
市
民
を
守
る
た
め
の
注
意
喚
起
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
環
境
保
全
や
循
環
型
社
会
の
形
成
」に
つ
き

ま
し
て
、家
庭
ご
み
の
収
集
は
、ご
み
収
集
の
完
全
門
前
化

等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
収
集
日
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
調
査
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
環
境
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
で
の
環
境
教
育
等

を
通
し
て
環
境
保
全
に
関
わ
る
人
材
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
い
な
が

ら
、
市
域
全
体
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削

減
に
取
り
組
み
ま
す
。　

　
基
本
施
策「
公
害
・
環
境
衛
生
対
策
の
推
進
」に
つ
き
ま

し
て
は
、
動
物
愛
護
教
室
等
を
通
し
て
動
物
愛
護
思
想
の

普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
ペ
ッ
ト
の
適
正

な
飼
い
方
の
助
言
・
指
導
等
に
取
り
組
み
、
狂
犬
病
予
防

注
射
の
接
種
率
向
上
や
適
正
飼
養
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま

す
。ま
た
、
ハ
ブ
・
害
虫
対
策
及
び
空
き
地
の
適
正
管
理
を

促
し
、生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
基
本
施
策「
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
」に
つ
き
ま
し
て

は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、用
途
地
域
な

ど
の
変
更
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
適
切
な
土
地
利
用

の
規
制
・
誘
導
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
交
通
空
白
地
域
に
お
住
い
の
方
や
高
齢
者
等
の
移

動
支
援
を
目
的
と
し
て
、
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

負
担
軽
減
を
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
具
体
的
な
方
策
と

し
て
、
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
の
進
捗
状
況
に
合

わ
せ
た
普
天
間
飛
行
場
所
属
機
の
段
階
的
移
駐
や
全
国
の

米
軍
基
地
へ
の
分
散
移
駐
、
訓
練
移
転
な
ど
を
引
き
続
き

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
基
地
跡
地
利
用
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、公
共
用
地
の
先
行
取

得
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
跡
地
利
用
計
画
の
策
定
に
向

け
、
令
和
９
年
度
に
予
定
し
て
い
る「
全
体
計
画
の
と
り
ま

と
め
」に
お
い
て
、
更
な
る
計
画
の
具
体
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
普
天
間
未
来
基
金
」に
つ
き
ま
し
て
は
、企
業
や

全
国
の
方
々
か
ら
同
基
金
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ

き
、
毎
年
多
く
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。今
後

も
返
還
後
の
基
地
跡
地
利
用
の
推
進
に
向
け
、
引
き
続
き

宜
野
湾
市
を
応
援
す
る
支
援
者
か
ら
寄
附
を
募
る
と
と
も

に
、「
返
還
後
の
跡
地
利
用
を
見
据
え
た
取
り
組
み
及
び
本

市
の
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
」
に
係
る
事
業
に
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
西
普
天
間
住
宅
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
地
跡
地
利

用
の
先
行
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
琉
球
大
学
医
学
部
及
び

大
学
病
院
を
中
核
と
し
た
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
形
成
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。琉
球
大
学
病
院
が

本
年
１
月
６
日
に
開
院
し
、
同
大
学
医
学
部
が
４
月
に
開

学
し
ま
す
。本
市
と
し
て
も
、
既
に
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

産
学
官
連
携
の
「
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
健
康
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
コ
リ
ド
ー
地

区
南
側
は
、
西
普
天
間
住
宅
地
区
か
ら
国
道
５
８
号
へ
の

ア
ク
セ
ス
な
ど
周
辺
地
域
も
含
め
た
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
創

出
に
大
変
重
要
な
地
区
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
日

米
両
政
府
に
対
し
早
期
返
還
を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、

円
滑
な
跡
地
利
用
の
推
進
が
図
れ
る
よ
う
、
地
権
者
意
向

醸
成
及
び
跡
地
利
用
計
画
策
定
に
係
る
検
討
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
平
和
行
政
・
平
和
教
育
の
推
進
」に
つ
き
ま

し
て
は
、戦
後
８
０
年
を
む
か
え
る
中
、戦
争
の
悲
惨
な
記

憶
を
風
化
さ
せ
ぬ
よ
う
、
改
め
て
世
界
平
和
を
希
求
す
る

「
宜
野
湾
市
反
核
、
軍
縮
を
求
め
る
平
和
都
市
宣
言
」
の
理

念
の
下
、
平
和
の
大
切
さ
や
命
の
尊
さ
を
次
世
代
へ
継
承

す
る
た
め
、「
宜
野
湾
市
平
和
大
使
」
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、「
第
五
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画
」に
沿
っ
て
、令
和

７
年
度
施
政
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。こ
こ
で
申
し
述
べ
た
施
策
以
外
の
事
業
に
つ
い

て
も
様
々
な
制
度
を
活
用
し
て
、「
ね
た
て
の
ま
ち
　
宜
野

湾
　
〜
健
や
か
に
、
心
豊
か
に
育
む
未
来
〜
」の
実
現
に
向

け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
令
和
７
年
度
の
本
市

の
一
般
会
計
予
算
案
の
総
額
は
、
６
６
７
億
９
千
万
円
と

な
り
、
対
前
年
度
比
約
２
２
．８
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
大
変
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
各
種
事
業
の
精
査
等
を
行
い
な
が

ら
、予
算
編
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
議
会
に
は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
予
算
に
関

す
る
議
案
と
し
て
１
４
件
、
条
例
を
含
め
た
そ
の
他
議
案

と
し
て
１
７
件
、
諮
問
案
件
と
し
て
２
件
及
び
報
告
案
件

と
し
て
２
件
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
も
、活
力
と
活
気
に
満
ち
た
、豊
か
で
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
市
民
が「
宜
野
湾
が
い
ち
ば
ん
！
」だ
と
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、市
民

の
皆
様
及
び
市
議
会
と
連
携
し
て
市
政
運
営
に
全
力
を
尽

く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
の
慎
重

な
る
ご
審
議
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
　
２
月
２
６
日

　
　
宜
野
湾
市
長
　
佐
喜
眞
　
淳

め
、
音
楽
活
動
等
の
拠
点
及
び
フ
ァ
ン
交
流
拠
点
機
能
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
海
岸
地
域
に
お
け
る
観
光
客

や
市
民
の
更
な
る
賑
わ
い
創
出
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
春
季
キ
ャ
ン
プ
の
会
場
と
な
る
宜
野
湾
市
立
野

球
場
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
の
状
況
等
を
鑑
み
改
修
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
墓
園
等
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
新
た
な
墓

地
需
要
に
応
え
る
た
め
、
西
普
天
間
住
宅
地
区
に
お
け
る

公
営
墓
地
整
備
事
業
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、火
葬
場
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、沖
縄
市
、北
谷
町
、

北
中
城
村
と
と
も
に
一
日
も
早
い
広
域
火
葬
場
の
整
備
運

営
に
向
け
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
火
葬
場
建
設
ま
で

の
間
、「
宜
野
湾
市
火
葬
料
等
負
担
軽
減
事
業
」を
継
続
し
、

市
民
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
平
和
を
つ
な
ぎ
、

　
　
未
来
へ
発
展
す
る
ま
ち

　
最
後
に
、
６
つ
目
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
平
和
を
つ
な

ぎ
、未
来
へ
発
展
す
る
ま
ち
」で
あ
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
基
地
問
題
へ
の
対
応
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ま
ち
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
普
天
間
飛
行
場
は
、
戦
後
８
０

年
近
く
も
の
長
期
間
、
航
空
機
事
故
の
危
険
性
や
騒
音
被

害
等
、
市
民
の
生
活
環
境
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の

阻
害
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。国
・
県
へ
の
要
請
の
み

な
ら
ず
、
米
国
政
府
に
対
し
て
も
直
接
、
訪
米
要
請
を
行

い
、
普
天
間
飛
行
場
の
一
日
も
早
い
閉
鎖
・
返
還
と
速
や

か
な
運
用
停
止
は
沖
縄
県
の
基
地
負
担
軽
減
の
原
点
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
強
く
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。そ

の
う
え
で
、日
米
両
政
府
に
返
還
期
日
の
早
期
確
定
と
、返

還
ま
で
の
間
の
危
険
性
の
除
去
及
び
目
に
見
え
る
形
で
の
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に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
市
基
盤
の

整
備
等
に
向
け
、
引
き
続
き
佐
真
下
第
二
地
区
及
び
西
普

天
間
住
宅
地
区
の
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
大

山
地
区
に
つ
い
て
は
、
令
和
９
年
度
の
事
業
認
可
に
向
け

て
取
り
組
み
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、防
衛
省
の
補
助
金
を
活
用
し
、普
天
間
地
区
に
お
い
て

は
、令
和
９
年
度
の
完
了
に
向
け
、引
き
続
き
物
件
補
償
な

ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ア
ト
リ
エ
棟
の
解
体
及
び
山

田
真
山
画
伯
が
制
作
し
た
沖
縄
平
和
祈
念
像
原
型
の
曳
家

を
実
施
い
た
し
ま
す
。ま
た
、
交
流
拠
点
施
設
新
設
工
事
に

着
手
い
た
し
ま
す
。少
人
数
の
研
修
室
か
ら
３
０
０
名
以

上
の
利
用
を
想
定
し
た
ホ
ー
ル
、
児
童
館
機
能
を
有
し
た

交
流
ス
ペ
ー
ス
、
平
和
祈
念
像
展
示
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
備

え
、地
域
の
皆
様
の
み
な
ら
ず
、訪
れ
る
方
々
に
も
便
利
で

魅
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。ま
た
、
真
栄
原
地
区
に
お
い
て
は
、
令
和
１
０
年

度
の
完
了
に
向
け
、引
き
続
き
、保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
健
康
や
子
育
て
支
援
機
能
、
サ
ー
ク
ル
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
が
行
え
る
小
ホ
ー
ル
を
備
え
る
交
流
拠
点
施

設
の
整
備
へ
向
け
た
物
件
補
償
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
市
営
住
宅

の
計
画
的
な
修
繕
や
、
改
善
に
よ
る
長
寿
命
化
を
推
進
し
、

伊
利
原
市
営
住
宅
Ｆ
棟
改
修
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
基
本
施
策「
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」に
つ
き
ま
し

て
は
、
遅
れ
て
い
た
西
普
天
間
住
宅
地
区
と
国
道
５
８
号

を
つ
な
ぐ
市
道
喜
友
名
２
３
号
は
今
月
末
に
供
用
を
開
始

し
、
３
月
２
３
日
に
は
都
市
計
画
道
路
西
普
天
間
線
と
併

せ
開
通
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
道
宜
野
湾
１
１
号
と
国
道
３
３
０
号
を
結
ぶ

道
路
整
備
計
画
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
３
・
４
・
７
１
号
普
天
間
線
道
路
整

備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
用
地
補
償
や
整
備

工
事
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
沿
道
は
地
区
計
画
等

に
よ
り
良
好
な
景
観
形
成
に
努
め
ま
す
。

　
真
栄
原
２
丁
目
地
内
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
、
市
道
真

栄
原
５
４
号
及
び
５
５
号
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
整
備

に
向
け
、引
き
続
き
用
地
補
償
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
生
活
環
境
改
善
、
良
好
な
道
路
網
の
提
供
を
目
的
と
し

た
、市
道
我
如
古
２
１
号
及
び
真
栄
原
１
１
号
は
、通
学
路

や
避
難
路
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支
援
す
る
道

路
と
し
て
、引
き
続
き
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、市
道
伊
佐
１
号
に
つ
い
て
は
、令
和
７
年
度
は
環

境
影
響
評
価
及
び
埋
め
立
て
申
請
業
務
な
ど
を
進
め
、
道

路
拡
幅
に
向
け
た
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
市
内
の
私
道
に
お
い
て
、地
元
住
民
で
は
、大
掛
か
り
で

整
備
が
で
き
な
い
場
所
な
ど
、
私
道
維
持
管
理
に
係
る
整

備
工
事
を
行
う
者
に
対
し
、
市
が
そ
の
工
事
費
の
一
部
と

し
て
、
補
助
金
を
交
付
す
る
新
た
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
上
・
下
水
道
の
整
備
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
８
年
度
か
ら
の
上
下
水
道
事
業
の
次
期
包
括
業
務
委

託
に
つ
い
て
、
現
在
国
が
進
め
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ/ 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
、
新
た
な
官
民
連
携
方
式

と
な
る
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
」
導
入
に
向
け
た
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
道
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
市
民
及
び
事
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
分
の
減
免
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど
の
新
規
開
発
区
域
の
整

備
と
あ
わ
せ
、
引
き
続
き
施
設
の
改
修
や
更
新
を
計
画
的

に
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
長
期
的
な
視
点
で
施

設
の
適
切
な
機
能
保
全
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
未
整
備

地
区
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
気

候
変
動
を
踏
ま
え
た
浸
水
被
害
へ
の
対
応
を
図
る
た
め
、

浸
水
対
策
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
雨
水
管
理
総
合
計

画
を
策
定
し
、
浸
水
防
止
対
策
や
道
路
冠
水
対
策
に
係
る

ハ
ー
ド
整
備
は
も
と
よ
り
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な

ど
、
防
災
や
危
機
管
理
の
ソ
フ
ト
対
策
等
に
も
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
安
全
・
安
心
な
市
街
地
環
境
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
西
普
天
間
住
宅
地
区
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
・

下
水
道
事
業
の
重
点
整
備
地
区
と
し
て
土
地
区
画
整
理
事

業
等
の
関
連
事
業
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
引
き
続
き
計

画
的
に
事
業
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
基
本
施
策「
公
園
・
緑
地
及
び
墓
園
等
の
整
備
」に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
着
手
し
て
い
る
公
園
の
整
備
を
引
き
続

き
行
う
と
と
も
に
、防
衛
省
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、新
規

の
公
園
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、
西
普
天
間
住

宅
地
区
内
に
計
画
し
て
い
る
総
合
公
園
に
お
き
ま
し
て

は
、
令
和
８
年
度
の
事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

　
公
園
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
定
管
理

者
に
よ
る
適
切
な
点
検
・
補
修
を
行
う
と
と
も
に
、
公
園

施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
遊
具
等
を
更
新
い
た
し

ま
す
。宜
野
湾
海
浜
公
園
、
宜
野
湾
市
立
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ

き
ま
し
て
は
、再
編
整
備
計
画
に
基
づ
き
、公
園
利
用
者
の

安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化

活
動
の
充
実
及
び
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
再
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
宜
野
湾
海
浜
公
園
屋
外
劇
場
の
建
て
替
え
に
つ
き
ま
し

て
は
、
令
和
８
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
本
体
工
事
を
進

　
基
本
施
策「
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
強
化
」に
つ
き
ま

し
て
は
、
内
閣
府
の
補
助
金
を
活
用
し
て
故
障
し
た
防
犯

カ
メ
ラ
の
交
換
を
順
次
行
い
ま
す
。ま
た
、
各
世
代
に
対
す

る
交
通
安
全
の
意
識
啓
発
及
び
老
朽
化
し
た
交
通
安
全
施

設
の
更
新
に
取
り
組
む
ほ
か
、
近
年
急
増
し
て
い
る
特
殊

詐
欺
被
害
等
か
ら
、
市
民
を
守
る
た
め
の
注
意
喚
起
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
環
境
保
全
や
循
環
型
社
会
の
形
成
」に
つ
き

ま
し
て
、家
庭
ご
み
の
収
集
は
、ご
み
収
集
の
完
全
門
前
化

等
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
収
集
日
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
調
査
研
究
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
環
境
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校
で
の
環
境
教
育
等

を
通
し
て
環
境
保
全
に
関
わ
る
人
材
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
い
な
が

ら
、
市
域
全
体
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削

減
に
取
り
組
み
ま
す
。　

　
基
本
施
策「
公
害
・
環
境
衛
生
対
策
の
推
進
」に
つ
き
ま

し
て
は
、
動
物
愛
護
教
室
等
を
通
し
て
動
物
愛
護
思
想
の

普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
ペ
ッ
ト
の
適
正

な
飼
い
方
の
助
言
・
指
導
等
に
取
り
組
み
、
狂
犬
病
予
防

注
射
の
接
種
率
向
上
や
適
正
飼
養
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま

す
。ま
た
、
ハ
ブ
・
害
虫
対
策
及
び
空
き
地
の
適
正
管
理
を

促
し
、生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　
基
本
施
策「
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
」に
つ
き
ま
し
て

は
、都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、用
途
地
域
な

ど
の
変
更
等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
適
切
な
土
地
利
用

の
規
制
・
誘
導
に
努
め
ま
す
。

　
地
域
公
共
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、
交
通
空
白
地
域
に
お
住
い
の
方
や
高
齢
者
等
の
移

動
支
援
を
目
的
と
し
て
、
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入

負
担
軽
減
を
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
具
体
的
な
方
策
と

し
て
、
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
建
設
の
進
捗
状
況
に
合

わ
せ
た
普
天
間
飛
行
場
所
属
機
の
段
階
的
移
駐
や
全
国
の

米
軍
基
地
へ
の
分
散
移
駐
、
訓
練
移
転
な
ど
を
引
き
続
き

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
基
地
跡
地
利
用
の
推
進
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、冒
頭
に
も
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、公
共
用
地
の
先
行
取

得
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
跡
地
利
用
計
画
の
策
定
に
向

け
、
令
和
９
年
度
に
予
定
し
て
い
る「
全
体
計
画
の
と
り
ま

と
め
」に
お
い
て
、
更
な
る
計
画
の
具
体
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、「
普
天
間
未
来
基
金
」に
つ
き
ま
し
て
は
、企
業
や

全
国
の
方
々
か
ら
同
基
金
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ

き
、
毎
年
多
く
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。今
後

も
返
還
後
の
基
地
跡
地
利
用
の
推
進
に
向
け
、
引
き
続
き

宜
野
湾
市
を
応
援
す
る
支
援
者
か
ら
寄
附
を
募
る
と
と
も

に
、「
返
還
後
の
跡
地
利
用
を
見
据
え
た
取
り
組
み
及
び
本

市
の
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
」
に
係
る
事
業
に
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
西
普
天
間
住
宅
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
地
跡
地
利

用
の
先
行
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
琉
球
大
学
医
学
部
及
び

大
学
病
院
を
中
核
と
し
た
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
形
成
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。琉
球
大
学
病
院
が

本
年
１
月
６
日
に
開
院
し
、
同
大
学
医
学
部
が
４
月
に
開

学
し
ま
す
。本
市
と
し
て
も
、
既
に
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

産
学
官
連
携
の
「
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
健
康
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
」
を
推
進
す
る
と
と
も
に
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
コ
リ
ド
ー
地

区
南
側
は
、
西
普
天
間
住
宅
地
区
か
ら
国
道
５
８
号
へ
の

ア
ク
セ
ス
な
ど
周
辺
地
域
も
含
め
た
エ
リ
ア
の
賑
わ
い
創

出
に
大
変
重
要
な
地
区
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
日

米
両
政
府
に
対
し
早
期
返
還
を
求
め
て
い
く
と
と
も
に
、

円
滑
な
跡
地
利
用
の
推
進
が
図
れ
る
よ
う
、
地
権
者
意
向

醸
成
及
び
跡
地
利
用
計
画
策
定
に
係
る
検
討
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
基
本
施
策「
平
和
行
政
・
平
和
教
育
の
推
進
」に
つ
き
ま

し
て
は
、戦
後
８
０
年
を
む
か
え
る
中
、戦
争
の
悲
惨
な
記

憶
を
風
化
さ
せ
ぬ
よ
う
、
改
め
て
世
界
平
和
を
希
求
す
る

「
宜
野
湾
市
反
核
、
軍
縮
を
求
め
る
平
和
都
市
宣
言
」
の
理

念
の
下
、
平
和
の
大
切
さ
や
命
の
尊
さ
を
次
世
代
へ
継
承

す
る
た
め
、「
宜
野
湾
市
平
和
大
使
」
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、「
第
五
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画
」に
沿
っ
て
、令
和

７
年
度
施
政
運
営
の
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。こ
こ
で
申
し
述
べ
た
施
策
以
外
の
事
業
に
つ
い

て
も
様
々
な
制
度
を
活
用
し
て
、「
ね
た
て
の
ま
ち
　
宜
野

湾
　
〜
健
や
か
に
、
心
豊
か
に
育
む
未
来
〜
」の
実
現
に
向

け
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
令
和
７
年
度
の
本
市

の
一
般
会
計
予
算
案
の
総
額
は
、
６
６
７
億
９
千
万
円
と

な
り
、
対
前
年
度
比
約
２
２
．８
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
は
、
大
変
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
各
種
事
業
の
精
査
等
を
行
い
な
が

ら
、予
算
編
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
議
会
に
は
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
予
算
に
関

す
る
議
案
と
し
て
１
４
件
、
条
例
を
含
め
た
そ
の
他
議
案

と
し
て
１
７
件
、
諮
問
案
件
と
し
て
２
件
及
び
報
告
案
件

と
し
て
２
件
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
も
、活
力
と
活
気
に
満
ち
た
、豊
か
で
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
市
民
が「
宜
野
湾
が
い
ち
ば
ん
！
」だ
と
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、市
民

の
皆
様
及
び
市
議
会
と
連
携
し
て
市
政
運
営
に
全
力
を
尽

く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位
の
慎
重

な
る
ご
審
議
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
　
２
月
２
６
日

　
　
宜
野
湾
市
長
　
佐
喜
眞
　
淳

め
、
音
楽
活
動
等
の
拠
点
及
び
フ
ァ
ン
交
流
拠
点
機
能
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
海
岸
地
域
に
お
け
る
観
光
客

や
市
民
の
更
な
る
賑
わ
い
創
出
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
春
季
キ
ャ
ン
プ
の
会
場
と
な
る
宜
野
湾
市
立
野

球
場
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
の
状
況
等
を
鑑
み
改
修
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
墓
園
等
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
新
た
な
墓

地
需
要
に
応
え
る
た
め
、
西
普
天
間
住
宅
地
区
に
お
け
る

公
営
墓
地
整
備
事
業
を
引
き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、火
葬
場
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、沖
縄
市
、北
谷
町
、

北
中
城
村
と
と
も
に
一
日
も
早
い
広
域
火
葬
場
の
整
備
運

営
に
向
け
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
火
葬
場
建
設
ま
で

の
間
、「
宜
野
湾
市
火
葬
料
等
負
担
軽
減
事
業
」を
継
続
し
、

市
民
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
平
和
を
つ
な
ぎ
、

　
　
未
来
へ
発
展
す
る
ま
ち

　
最
後
に
、
６
つ
目
の
基
本
目
標
で
あ
る
「
平
和
を
つ
な

ぎ
、未
来
へ
発
展
す
る
ま
ち
」で
あ
り
ま
す
。

　
基
本
施
策
「
基
地
問
題
へ
の
対
応
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ま
ち
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
普
天
間
飛
行
場
は
、
戦
後
８
０

年
近
く
も
の
長
期
間
、
航
空
機
事
故
の
危
険
性
や
騒
音
被

害
等
、
市
民
の
生
活
環
境
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の

阻
害
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。国
・
県
へ
の
要
請
の
み

な
ら
ず
、
米
国
政
府
に
対
し
て
も
直
接
、
訪
米
要
請
を
行

い
、
普
天
間
飛
行
場
の
一
日
も
早
い
閉
鎖
・
返
還
と
速
や

か
な
運
用
停
止
は
沖
縄
県
の
基
地
負
担
軽
減
の
原
点
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
強
く
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。そ

の
う
え
で
、日
米
両
政
府
に
返
還
期
日
の
早
期
確
定
と
、返

還
ま
で
の
間
の
危
険
性
の
除
去
及
び
目
に
見
え
る
形
で
の

6、

令
和
７
年
度 

施
政
方
針
全
文
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
お
り
ま
す
▼

▲西普天間住宅地区に開院・開学した琉球大学病院および医学部
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２
月
２８
日
よ
り
供
用
が
開
始
さ
れ
た

「
宜
野
湾
市
道 

喜
友
名
２３
号
」は
、西
普
天

間
住
宅
地
区
か
ら
国
道
58
号
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
確
保
し
、利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
、津
波
災
害
時
の
避
難
経
路
と
し

て
、地
域
住
民
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
に
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、未
返
還
地
で
あ
る

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
コ
リ
ド
ー
地
区
を
通

過
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、日
米
両
政

府
間
で
調
整
い
た
だ
き
、平
成
27
年
度
の

日
米
合
同
委
員
会
に
お
い
て
、共
同
使
用

に
よ
り
米
軍
施
設
内
に
約
3
5
0
ｍ
の
道

路
を
供
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
が
な

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、防
衛
省
か
ら
の
補

助
を
活
用
し
て
道
路
の
建
設
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

　
共
同
使
用
区
間
に
は
、約
2
1
6
ｍ
の

橋
梁
を
架
け
、同
地
区
を
ま
た
ぐ
形
と
な

る
全
国
で
も
珍
し
い
道
路
で
あ
り
、橋
梁

に
は
、昔
こ
の
地
域
の
地
名
で
あ
っ
た
集
落

名
か
ら
と
っ
た「
い
さ
ば
ま
橋
」の
愛
称
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　喜友名23号・西普天間線の開通により、
国道５８号から県道宜野湾北中城線へのア
クセスが可能となりました。

　都市計画道路西普天間線および宜野湾市道喜友名23号開通
式が開催され、道路開通にご尽力いただいた皆さまのビデオ
メッセージや、多くの来賓の皆さまから祝辞をいただきました。
佐喜眞淳市長は、西普天間線が通る西普天間住宅地区につい
て「引き続き各関係機関と連携して同地区における公共施設の
整備に取り組んでまいります」と話したほか、喜友名23号につい
て「日米両政府のご理解、そして多大なるご尽力の賜物であり、
関わっていただいた皆さまの強い思いのもとに架けられた『奇
跡の道路』です」とあいさつしました。また、本田太郎防衛副大臣
は「今般の道路開通は、地域住民の生活利便性向上に資するも
のであり、目に見える形で基地負担を軽減するものです。今後と
も、政府の最重要課題のひとつとして、沖縄の基地負担軽減に
全力で取り組んでまいります」とあいさつしました。 未返還地区に架けられた、通称「いさばま橋」

ほんだ たろう

　
西
普
天
間
住
宅
地
区
は
現
在
、基
地
跡
地
利
用
の
先
行
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、琉
球
大

学
医
学
部
お
よ
び
琉
球
大
学
病
院
を
中
核
と
し
た「
沖
縄
健
康
医
療
拠
点
」の
整
備
事
業

を
行
っ
て
お
り
、拠
点
の
形
成
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
先
駆
け
、今
回
、国
道
58
号
線
と
西
普
天
間
地
区
を
結
ぶ「
宜
野
湾
市
道
　
喜
友

名
23
号
」、県
道
宜
野
湾
北
中
城
線
と
西
普
天
間
住
宅
地
区
を
結
ぶ「
都
市
計
画
道
路
　
西

普
天
間
線
」の
2
つ
の
道
路
が
開
通
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
！
　

※

西
普
天
間
線
に
つ
い
て
は一部
区
間
開
通
と
な
り
ま
す
。

都
市
計
画
道
路 

西
普
天
間
線

宜
野
湾
市
道 

喜
友
名
23
号

開
通
し
ま
し
た
！

宜野湾市道 喜友名23号
交通アクセスの利便性向上と、津波災害時における
避難経路の確保を実現させた「奇跡の道路」

道路全長 ： 598ｍ
共同使用区間 ： 約350ｍ
橋梁延長 ： 216.4ｍ
車線数 ： 片側1車線
幅員 ： 10～11ｍ
車道幅員 ： 7.5ｍ
歩道幅員 ： 2.5ｍ（片側）

国道58号

県道宜野湾北中城線

西普天間線

喜友名２３号

想
い
が
架
け
る「
奇
跡
の
道
路
」

都市計画道路西普天間線および
宜野湾市道喜友名23号開通式

3
23
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西
普
天
間
住
宅
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
の一
環
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

き
た
西
普
天
間
線
は
、国
道
58
号
と
県

道
宜
野
湾
北
中
城
線（
県
道
81
号
）を
結

ぶ
重
要
な
道
路
と
し
て
、ま
た
、同
地
区

の
メ
イ
ン
と
な
る
幹
線
道
路
と
し
て
整

備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
同
地
区
に
は
貴
重
な
自
然
環
境
で
あ

る
枯
れ
谷
地
形「
イ
シ
ジ
ャ
ー
緑
地
」が

残
っ
て
お
り
、そ
の
環
境
保
全
を
目
的
と

し
て
架
け
ら
れ
た「
安
仁
屋（
ア
ン
ナ
）橋
」

や
、西
海
岸
へ
の
展
望
や
自
然
緑
地
を
活

か
し
た
景
観
の
確
保
お
よ
び
災
害
に
強

い
ま
ち
の
形
成
に
向
け
た「
無
電
柱
化
」へ

の
取
り
組
み
な
ど
、高
質
化
し
た
歩
道
デ

ザ
イ
ン
で「
歩
く
の
が
楽
し
い
」ウ
ォ
ー
カ

ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
に
沿
っ
た
道
路
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　西普天間線に架かる新たなランドマーク「安仁屋（アンナ）橋」は、ボルトを使
用しないことで耐食性を高めるとともに、同地区の景観と調和するアーチ橋と
なっています。橋下には、歴史的な遺産である古墳群や、貴重な動植物の生息
地となっている「イシジャー緑地」が広がっています。

　かつて当該地区には「普天間旧道」が整備
され、普天間～伊佐～大山の区間でサトウキ
ビの運搬や客馬車の往来がありました。今
回の整備に際し、当時運搬に使われたトロッ
コレールや普天間旧道跡、旧道のイシジャー
横断部に架かっていた「イシジャー橋」など
をイメージした舗装デザインを実施し、文化
と融合するまちづくりを意識しました。

　西普天間住宅地区全線において「無電柱化」を行うこ
とで、台風等災害による電柱倒壊や断線による停電被害
がなく、安定したライフラインの供給が行える、災害に強
いまちになっています。また「ウォーカブルなまちづくり」
を目指し、歩道は白系舗装で統一、ビューポイントは石張
り舗装としました。ベンチなどの休憩施設やフットライト
などの夜間照明を設置することで安全にウォーキングが
できるような仕掛けを施しています。

　自然環境に配慮し、光の漏れを最小限に抑えた
低位置照明を採用しています。

都市計画道路 西普天間線
都市機能と水・みどり・文化が調和した、
「ウォーカブルなまち」のシンボルロード

計画区間 ： 宜野湾市伊佐～
               宜野湾市新城
計画延長 ： 約1,840ｍ
供用区間 ： 約1,170ｍ
橋梁延長 ： 約90ｍ
車線数 ： 片側1車線
幅員 ： 20ｍ標準
車道幅員 ： 9.0ｍ
歩道幅員 ： 5.5ｍ×２

沖
縄
健
康
医
療
拠
点
の
大
動
脈
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■
ど
ん
な
自
治
会
で
す
か
？

　
東
に
察
度
王
誕
生
に
ま
つ
わ
る
羽

衣
伝
説
で
有
名
な「
森
の
川
」台
地
、

西
に
豊
か
な
海
を
見
下
ろ
す
理
想
的

な
住
環
境
と
し
て
発
展
し
て
き
た
真

志
喜
区
は
、伝
統
の
継
承
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　
老
人
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
美
化
活

動
も
活
発
で
、庭
に
は一年
を
通
し
て

お
花
が
咲
き
、館
内
は
子
ど
も
た
ち

の
声
で
賑
や
か
な
公
民
館
で
す
。い

つ
で
も 

・ 

ど
な
た
で
も
気
軽
に
集
ま

れ
る
自
治
会
で
す
。

■
今
後
の
目
標
は
？

　
明
る
く
快
適
で
住
み
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。親

睦
事
業
や
環
境
美
化
活
動
、教
育
・

防
犯
活
動
、福
祉
活
動
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
中

で
、自
治
会
の
良
さ
を
広
め
、新
規
加

入
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

■
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

　
地
域
守
護
神
へ
の
報
恩
感
謝
、地

域
社
会
の
繁
栄
と
安
全
、子
孫
繁
栄

を
祈
願
す
る
神
事
と
し
て
、毎
年
旧

暦
６
月
１５
日
に「
真
志
喜
大
綱
引
き
」

を
地
域
全
体
で
行
っ
て
い
ま
す
。今
後

も
地
域
の
絆
を
大
切
に
、古
く
か
ら

の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
き
ま
す
。

　
利
用
者
か
ら
の
声

■
良
い
と
こ
ろ

・地
域
の
人
と
交
流
が
出
来
る

　
　
　
　
　
　（
70
代  

男
性
）

・ 

気
軽
に
来
れ
て
、地
域
住
民
同
士
で    

 

安
否
確
認
が
で
き
る（
８０
代  

女
性
）

・館
内
が
き
れ
い
で
駐
車
場
が
広
い

（
50
代  

女
性
）

■
あ
っ
た
ら
い
い
な

・ 移
動
ス
ー
パ
ー
が
あ
れ
ば
い
い
と
思

 

う
　
　
　
　         （
８０
代  

女
性
）

・囲
碁・将
棋
サ
ー
ク
ル
の
復
活

　
　
　
　
　
　
　（
80
代  

男
性
）

・親
子
で
楽
し
め
る
サ
ー
ク
ル

　
　
　
　
　
　(

30
代  

女
性)

緊急時に備えた訓練を
行いました！

真志喜大綱引き

真志喜区自治会のスケジュール自治会による防犯灯の設置・管理
☎897‐3765

自治会
ブログ

地域に伝わる伝統行事です。区民
で作る綱を使用した綱引きだけで
なく、県内でも珍しい「アギエー(綱
の揚げ合い)」も行い、迫力のある
一大行事となっています。

４月  自治会定期総会
５月  学事奨励会
６月  区内清掃・慰霊祭
７月  真志喜大綱引き　　
８月  公民館災害訓練
９月  総合行事（敬老会）

11月  ピクニック
12月  区内清掃
  １月  もちつき・
         新春の集い

　夜道の安全を守る防犯
灯の設置費・維持管理費
は、自治会員からの会費
等で賄われています。
　自治会加入へのご理解
とご協力をお願いします。

防災訓練

AED蘇生訓練

さ
っ
と

真志喜公民館　☎897-3765

公民館においでよ！ 真志喜区

地域の絆を大切に、住みやすいまちづくり

会長
なしろ きよし

名城 清書記
じょう ひろみ

徐 弘美
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今
年
は
戦
後
80
年
を
迎
え
ま
す
。今
年
度
の「
茶

ぐ
ゎ
ー
ゆ
ん
た
く
」で
は
、写
真
を
通
し
て
こ
の
80
年

の
街
や
く
ら
し
の
移
り
変
わ
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
①
は
、現
在
の
普
天
間
高
校
に
あ
っ
た
ア
メ

リ
カ
軍
人
向
け
の
新
聞
社「
デ
イ
リ
ー
オ
キ
ナ
ワ
ン

（THE D
AILY O

kinaw
an

）の
事
務
所
で
す
。

　
戦
前
、こ
の
建
物
は
中
頭
地
方
事
務
所
で
、戦
災

を
受
け
ず
に
残
っ
た
建
物
を
そ
の
ま
ま
新
聞
社
屋
と

し
て
使
い
ま
し
た
。こ
の
建
物
前
の
大
木
は
、琉
球
王

国
時
代
に
植
え
付
け
ら
れ
た「
ジ
ノ
ー
ン
ナ
ン
マ
チ

(

宜
野
湾
並
松)

」で
す
。並
松
は
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が

戦
禍
で
失
わ
れ
ま
し
た
が
、普
天
間
と
真
栄
原
の一部

に
残
っ
て
い
ま
し
た
。写
真
②
は
デ
イ
リ
ー
オ
キ
ナ
ワ

ン
前
に
残
っ
た
か
つ
て
の
並
松
街
道
で
す
。

　
こ
の
デ
イ
リ
ー
オ
キ
ナ
ワ
ン
に
は
、ア
メ
リ
カ
人
の

編
集
長
と
従
業
員
の
他
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
や
沖
縄
の

人
も
働
き
、１
９
４
５(

昭
和
20
）年
か
ら
48(

昭
和
23)

年
ま
で
英
字
新
聞
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
。新
聞
社
の

後
は
、野
嵩
に
あ
っ
た
野
嵩
高
校
が
移
っ
て
き
ま
し
た
。

　
並
松
街
道
に
は
そ
の
後
、商
店
街
が
建
ち
並
び
ま

し
た
。写
真
③
に
は
商
店
街
の
建
物
の
後
ろ
に
並
松

の
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
が
写
っ
て
い
ま
す
。こ
の
並
松

は
台
風
や
松
食
い
虫
の
被
害
、商
店
街
の
建
設
等
で

姿
を
消
し
ま
し
た
。

　
写
真
④
は
現
在
の
様
子
で
す
。普
天
間
高
校
前

は
、普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
の一
環

で
、街
の
整
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
普
天

間
交
流
施
設
や
山
田
真
山
氏
が
制
作
し
た
沖
縄
平

和
祈
念
像
原
型
を
納
め
た
展
示
棟
の
建
設
、そ
し
て

宜
野
湾
並
松
の
再
現
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
普
天
間
は
、新
し
い
門
前
町
と
し
て

街
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

茶ぐゎ～
ゆん くた

お茶を飲みな
がら、

　ぎのわんの
歴史を

　　のぞいて
みませんか？

222
移
り
変
わ
る
街
並
み

　
　
　
〜
戦
後
80
年
を
迎
え
て
①
〜

▲(写真①)デイリ－オキナワン社と宜野湾並松　
　1946（昭和21）年頃

▲(写真③) 普天間商店街と並松　
　1956（昭和31）年頃

(写真②) リュウキュウマツが残る並松街道跡

▲

1946（昭和21）年頃　

◀(写真④) 現在の普天間高校前
　2025（令和７）年

市
立
博
物
館
　
☎
８
７
０‐

９
３
１
７

問

博物館からのお知らせ
市立博物館 春の企画展「新収蔵品展 －R5～6受入れ資料－」　

■期間　４/16(水)～6/1(日)　※休館日/毎週火曜日・祝日
■場所　市立博物館 企画展示室
■時間　9:00～17:00(入館は16:30まで）
■料金　無料

令和５・６年度に市立博物館が市民から寄贈を受けた資料を公開します。

市立博物館
イメージキャラクター

天女ちゃん

市立博物館
イメージキャラクター

天女ちゃん
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標準保険税率って ? 
毎年、都道府県が示している
各市町村のあるべき保険税率
 ( 各市町村が目指すべき値 )
=収入と支出が概ね一致する
水準

令
和
7
年
度
か
ら

左
記
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す

令
和
7
年
度

（
引
上
げ
）の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
税
率
改
定

問
合
せ

　国
民
健
康
保
険
課

　☎
8
9
3-

4
4
1
1 

（
内
線
4
2
1
1
）

令和7年度
（改正後）

標準保険税率
（令和6年度）

所得割
（％） 12.63%

35,000円

37,400円

12.80%

56,419円

36,951円

12.89%

40,900円

37,400円

均等割
（円）

平等割
（円）

現行
（令和6年度）

な
ぜ
国
保
税
を
引
き
上
げ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
?

Q
一
般
会
計
予
算
で
負
担
し
て

い
る「
国
保
の
赤
字
」を

解
消
す
る
た
め
で
す
。

A　
国
民
健
康
保
険
は
、病
気
や
け
が
を

し
た
時
に
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、国
保
加
入
者
が
国
保
税
を

出
し
合
い
、助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
本
市
の
国
保
特
別
会
計
は
、支
出
に

対
す
る
収
入
が
不
足
し
て
お
り
、そ
の

不
足
額
を
国
保
加
入
者
に
限
ら
ず
広
く

市
民
向
け
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
活
用
す

る
一
般
会
計
予
算
か
ら
補
填
し
、国
保

特
別
会
計
の
赤
字
を
補
っ
て
い
る
状
況

で
す
。

　
そ
の
補
填
額
は
、

　
国
保
税
率
を
適
正
な
税
率
に
見
直
す

こ
と
で
、長
年
の
課
題
で
あ
る
国
保
に

お
け
る
受
益（
給
付
）と
負
担
の
均
衡
お

よ
び
医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
、よ
り

安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
国
保
税
率
改
定
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ま
に
ご
負
担
を
お

願
い
す
る
か
た
ち
に
な
り
ま
す
が
、お

互
い
を
支
え
助
け
合
う
国
民
健
康
保
険

制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、本

市
国
保
の
健
全
な
運
営
に
向
け
て
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、市
税
が
主
な
収
入
源
で
あ
る
一

般
会
計
か
ら
国
保
特
別
会
計
の
赤
字
を

補
い
続
け
る
こ
と
は
、行
政
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

《
10
年
間
で
約
55.6
億
円
》

現在の国保運営イメージ
市の総人口 約10万人 市の国保加入者 約2.4万人

（全市民の4分の1）

国保特別会計
一般会計

（市民の税収など）

赤字を負担

   宜野湾市役所　☎098-893-4411
固定資産税・市県民税・軽自動車税（種別割）：納税課　☎内線1942～1946　介護保険料：介護長寿課　☎内線4122～4123
国民健康保険税：国民健康保険課　☎内線4246～4256　後期高齢者医療保険料：国民健康保険課　☎内線4271

項目月別

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

固定資産税

1期

2期

3期 25(木)

4期

市民税

1期

2期

3期

4期

軽自動車税(種別割)

全期

国民健康保険税

1期

2期

3期

4期

5期

6期 1/5(月)

７期

8期

後期高齢者医療保険料

1期

2期

3期

4期

5期

6期 1/5(月)

7期

8期

9期

介護保険料

1期

2期

3期

4期

5期

6期 1/5(月)

7期

8期

納期限・口座振替日

4/30(水)

6/2(月)

6/30(月)

7/31(木)

9/1(月)

9/30(火)

10/31(金)

12/1(月)

※納期限：左図参照 口座振替：12/25(木)

2/2(月)

3/2(月)

3/31(火)

市民税等は納期内に納めましょう！！
令和7（2025）年度 市税等納期カレンダー（見やすい所に貼り付けてご利用ください）

※医療分、後期支援分、介護分を合算した割合および金額

問
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Information

健康・福祉

【フィットネス教室】
▶日時　5/7(水) 10:00～11:00
            5/23(金) 14:00～15:00　
※問診・血圧測定等を行いますので
　15分前までにお越しください。
▶場所　保健相談センター 2階ホール
▶定員　15人(定員に達し次第締切)
▶内容　健康講話、筋力トレーニング、
　ストレッチ、美らがんじゅう体操　
▶参加費　無料
▶持ち物　動きやすい服装、室内
　シューズ、飲み物
▶要予約　開催日1週間前から受付
　  　保健相談センター　☎898-5597

【ウォーキングday＋(ぷらす)】
▶日時　5/1(木) 9:30～　
▶集合場所　市立体育館入口向かい
　東屋
▶内容　ストレッチ、美らがんじゅう体
　操、1時間程度のウォーキング
▶持ち物　帽子、日傘、飲み物
※荒天時は中止となります。
【ウォーキングday】
▶日時　毎週月曜日 9:00～
▶場所　いこいの市民パーク 管理事
　務所近く 東屋
▶持ち物　帽子、日傘、飲み物
【ディスコステップ～懐かしいディスコ
サウンドで楽しくリフレッシュ!～】
▶日時　5/12(月) 14:00～15:00　
▶場所　保健相談センター 2階ホール
▶持ち物　室内シューズ、飲み物 
        保健相談センター　☎898-5597

　生活保護世帯や生活困窮世帯のこ
どもと保護者を対象に、学習支援(通
塾)や生活支援を行います。今年度よ
り、対象世帯の条件と募集人数を拡大
しましたので、対象の世帯は、ぜひお申
込みください。
▶募集人数　約60人程度
▶対象者　
❶生活保護受給世帯の中学1～3年生
❷令和7年度住民税非課税世帯の中学
　3年生
❸令和7年度住民税均等割のみ課税さ
　れる世帯の中学3年生
▶内定までの流れ　
❶面談予約　4/15(火)～5/16(金)
❷面談・申込書提出　
　4/21(月)～5/23(金)
❸課税状況の確認　6月上旬
❹内定結果　6月中旬ごろに通知
※詳細は、4/10(木)以降、市のホーム
　ページでご確認ください。
※4/14(月)に、市立中学校のスクリレ
　を通して案内チラシを配信します(中
　学3年生のみ)。 
    こども家庭課　☎内線3713

　沖縄の伝統的な食文化に親しみなが
ら、食材の活用方法や美味しく料理す
るコツを学べる琉球料理教室を開催し
ます。初心者の方でも安心して参加で
きる内容となっておりますので、この機
会にぜひご参加ください！
▶対象　市内在住で20歳～64歳の方
▶日時　5/30(金) 10:00～14:00
▶場所　宜野湾市中央公民館 調理室
▶定員　16人(応募者多数の場合は、
　初めての方を優先に抽選)
▶受講料　無料
▶講師　松本 嘉代子
　(松本料理学院 院長)
▶持ち物　エプロン・三角巾・筆記用
　具・　飲み物
▶募集期間　4/10(木)～4/25(金)
　8:30～17:00(土日祝日は除く)
▶申込方法　上記二次元コードまたは
　電話申込み
※当選者には、5/16(金)までに結果を
　郵送します。
        健康増進課　☎898-5597

令和7年度 こどもの学習・
生活支援事業(通塾制度)

松本嘉代子先生の琉球
料理教室受講生募集

申問

申問

問

申問

健康増進課より
教室のお知らせ

健康づくり推進員
からのお知らせ
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Information

申問

　帯状疱疹とは、水痘帯状疱疹ウイル
スに初感染(いわゆる水ぼうそう)後、
生涯にわたって神経に潜伏感染してい
るウイルスが、加齢、疲労、免疫抑制状
態などの免疫力低下によって再活性化
して起こる病気です。
　主な症状は、体の左右どちらかに帯
状に、時に痛みを伴う水疱の出現です。
合併症の一つに皮膚の症状が治った後
にも痛みが残る「帯状疱疹後神経痛」が
あり、日常生活に支障をきたすこともあ
ります。
▶対象　
❶令和7年度内に65歳を迎える方
❷60～64歳でヒト免疫不全ウイルス
　による免疫の機能の障害があり日常
　生活がほとんど不可能な方
❸令和7年度から令和11年度までの5
　年間の経過措置として、その年度内
　に70、75、80、85、90、95、100歳
　(※)となる方が対象
　※100歳以上の方については、令和
　　7年度に限り全員対象となります。
▶ワクチンの種類と接種の回数　
・不活化ワクチン：初回接種から2カ月 
 以上の期間をあけて２回
・生ワクチン：１回のみ
▶自己負担額
・不活化ワクチン：1回 11,000円(2回)
・生ワクチン：1回 4,000円(1回)
▶接種医療機関　指定医療機関(対象
　者への通知、ホームページにて指定
　医療機関一覧を掲載予定)
    健康増進課　☎898-5596

　がん治療により脱毛や乳房切除によ
る外見変化を補完する補整具の購入費
一部助成を行います。詳しくは下記問
合わせ先へお電話ください。
    健康増進課　☎898-5596

　初心者向き！何歳からでも始められ
る！綺麗な施設で美容と健康に！生活習
慣病の予防に！スポーツボウリング！
▶会場　ラウンドワンスタジアム沖縄・
　宜野湾店
▶期間　5/20(火)～6/27(金)　
　火～金の曜日毎に開催
　午前の部：10:00～　
　午後の部：14:00～　
　(各コース全6回)
▶申込期間　4/1(火)～5/19(月)
▶参加料　6週分1人あたり1,000円
　(ゲーム代、貸靴代、教材代、保険料
　込み)
▶定員　各コース30人
▶持ち物　飲み物、動きやすい服装
　ボウリング未経験者でも大丈夫。親
切丁寧に教えます。老若男女問わずお
気軽に参加いただける内容になってい
ます。
        (公社)日本プロボウリング協会　  
        健康ボウリング教室受付担当：
        阿部・古堅　☎070-1272-0663

　自宅で無理なくできる筋力トレーニ
ングやストレッチ、脳トレ等を楽しく学
びましょう。健康に役立つ講話もあり
ます。
▶対象　市内在住65歳以上で介護認
　定を受けていない方、医師から運動
　制限のない方
▶参加費　無料
▶定員　開催❶・❷各12人
【開催❶】
▶日時　5/15～8/14までの毎週木曜
　日 10:00～12:00 
　※6/5、6/12は休みです。
▶場所　男女共同参画支援センター
　ふくふく
▶申込期間　4/14(月)～4/22(火)
【開催❷】
▶日時　5/27～8/12までの毎週火曜
　日 11:00～13:00 
▶場所　赤道老人福祉センター
▶申込期間　4/23(水)～5/2(金)
    介護長寿課　☎内線4137

健康ボウリング教室開催いきいき筋力アップ教室
参加者募集

問

問

問

宜野湾市役所　☎893-4411(代表)

帯状疱疹ワクチンの
定期接種が始まります

がん患者（アピアランスケア）
支援事業がR7年4月より始まります

　申請期限を令和7年3月31日(月)から、令和7年7月31日(木)
まで延長いたします。(ただし、令和6年12月14日から令和7年
7月31日までに生まれた新生児がいる世帯に限り、こども加算
給付の申請期限は令和7年8月13日(水)まで)

※給付金窓口は、市民会館となりの「旧マイナンバーカードセンター」となります。
※支給時期は申請書類等を受理した日から、約1カ月程度が目安です。通帳の記帳にて
　ご確認ください。
※対象世帯等の詳細についてはホームページ等をご確認ください。

令和6年度住民税非課税世帯に対する給付金の
申請期限延長のお知らせ

宜野湾市給付金窓口専用コールセンター　☎050-3354-5104
〈受付〉8:30～17:00(土日祝日を除く）

【申請が必要な世帯】
■令和6年1月2日以降に転入した世帯や住民税が未申告の方がいる世帯
■令和6年12月14日から令和7年7月31日までに生まれた新生児がいる
　世帯　等

問

　対象と思われる世帯には、令和7年2月から3月にかけて、すでに「支給の
お知らせ」または「確認書」を送付し、給付を行っておりますが、下記に該当す
る世帯は、申請が必要となります。市ホームページより「申請書」をダウン
ロード、または給付金窓口にて受け取り、必要事項を記入の上、添付書類と
一緒に郵送または給付金窓口へお早めにご提出ください。
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Information

情報・募集

　シニア世代が長く健康でいきいきと
過ごすために必要なさまざまな知識を
学べる講座を毎月開催します。5月は
「介護に必要なお金」と「自分らしく生き
るための終活」をテーマに、主任ケアマ
ネジャーの新垣俊氏をお招きします。ぜ
ひご参加ください。
▶日時　5/16(金) 10:00～12:00
▶場所　中央公民館 2階多目的室
▶対象　市内在住の65歳以上
▶定員　30人程度
▶参加費　無料
▶申込期間　5/14(水)まで
    介護長寿課　☎内線4139

　宜野湾市では消防団員を募集してい
ます！！
▶消防団とは？
普段は自分の仕事をしながら、災害
があったときは現場に駆け付け活動
する非常勤の地方公務員です。災害
現場活動以外にも応急手当の指導や
防災教育等の活動で市民の安心、安
全に大きな役割を果たしています。
▶入団資格
宜野湾市内に在住、在勤、在学の18
歳以上の方
    消防本部警防課　☎896-2548
メールアドレス↓
Syobou013@city.ginowan.okin
awa.jp

性教育講座～自分の体の変化を楽しみに～
せいりのワークショップ
　これから思春期を迎える女の子に向
けて体の成長と月経についてわかりや
すく学び、自分に合った生理用品の選
び方や使い方も伝えるワークショップ
を行います。おとなも一緒に改めて月
経を学ぶ大切な時間になります。ぜひ
ご参加ください。
▶講師　和田なほ（思春期保健相談
士・性教育認定講師）
▶日時　5/24(土) 10:00～12:00
▶場所　男女共同参画支援センター
ふくふく　講堂
▶対象　小学3年生～6年生の女の子と
その保護者(男性保護者の参加も可)
※こどものみ、おとなのみや対象学年以
　外のお子さんの参加はご遠慮ください
▶定員　12組(先着順)
▶参加費　無料
▶託児　希望者は5/14(水)までに要
予約(未就学児のみ・定員あり)

▶受付開始　4/30(水)～　　
▶申込方法　上記二次元コードを読み
取りホームページよりメールで申込み
    男女共同参画支援センターふくふく
   ☎896-1616(平日10:00～17:00

　沖縄県では、再就職を希望する雇用
保険受給資格者、求職申込みをした方
に向けて委託訓練を行っています。時
間や場所にとらわれないeラーニング
訓練(宅建スキル科)の募集です。
▶訓練名　宅建スキル科(eラーニング
訓練)
▶申込期間　5/1(木)～5/26(月)
※管轄ハローワークに職業相談の上申
込み
▶訓練期間　7/1(火)～10/31(金)
▶費用　無料(テキスト代、検定代等は
自己負担)
▶場所　那覇市安謝2-3-7
    日建学院沖縄校　☎861-6006

　日本国内に住所がある20歳以上60
歳未満の方は国民年金の被保険者と
なります。就職・退職等をした場合は、
届出が必要となりますので、各届出先
でお手続きください。
▶国民年金の被保険者の種類
〇第1号被保険者
　自営業、学生、無職等
〇第2号被保険者
　会社員や公務員等、厚生年金加入者
〇第3号被保険者
　第2号被保険者に扶養されている配偶者

国民年金のお手続きについて

問

問

問

    市民課　☎内線2763・2764　問

問

こんなとき
厚生年金に加入
したとき

厚生年金に加入
したとき

退職したとき

勤務先

勤務先

市民課年金係

配偶者の
勤務先

配偶者の
勤務先

市民課年金係

第
1
号

第
2
号

第
3
号

配偶者(第2号)に
扶養されるように
なったとき

退職して配偶者
(第2号)に扶養
されるように
なったとき

配偶者の扶養から
外れたとき
(配偶者の退職・
離婚・死別等）

届出先

【7月開講】
委託訓練生募集

消防団員募集
のお知らせ

ご芳志ありがとうございました
宜野湾市への寄附・寄贈者
寄附
■宜野湾市建設業者会 様

250,000円
寄贈
■一般社団法人kokua　様
　真志喜在
「Amazonみんなで応援プログラ
ム」を通して届けられた新入学用品
市社会福祉協議会への寄附者　
寄附
■匿名　　　　　 
　嘉数在　　　　   　 20,000円
■匿名　　　　　 
　伊佐在　　　　   　 20,000円
■比嘉 節子 様　　　　　 
　野嵩在　　　　     100,000円
香典返し
■仲村　幸子　様　　　  赤道在
　故 仲村 將順 様     100,000円
寄付型自販機による寄付
■株式会社　ＦＭぎのわん　様
　喜友名在　　　　　 11,485円
■禰覇　忠弘　様
　赤道在　　             18,417円

元気はつらつシニア塾
参加者募集！

第1回ふくふく講座　
受講生募集
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Information

　令和7年4月から第12回特別弔慰
金の請求受付が始まります。戦没者等
の死亡当時のご遺族で令和7年4月1
日において公務扶助料、遺族年金等を
受ける方がいない場合に、ご遺族を代
表して一人の方に支給されます。窓口
の混雑を避けるため、お住いの地域に
より下記のような日程で受付を予定し
ていますので、ご協力をお願いいたし
ます。
※お急ぎの方については下記の日程に
　よらず受付が可能です。

▶請求期間　令和7年4月～令和10年
　3月
▶場所　市役所 別館2階 福祉総務課
▶受付時間　9:00～11:00、13:00～
　16:30
    福祉総務課　☎893-4142

　引越しや結婚等によりマイナンバー
カードに記載された内容（氏名や住所
等）に変更があった場合は、マイナン
バーカードの券面記載事項の変更が必
要です。
〈券面変更って何？〉
　マイナンバーカードの情報を更新し、
カードに新しい氏名や住所等を記載す
る手続きのことです。
　市外からの転入の場合、変更手続き
を行わず一定期間を過ぎると、マイナ
ンバーカードは自動的に失効します。ま
た、e-Taxなど行政手続きにも支障が
でる場合があります。
▶必要なもの
・マイナンバーカード
・カード交付時にご自身で設定した暗証
 番号
▶手続き場所　市役所１階　市民課  
　マイナンバーカード窓口
▶受付時間　平日8:30～17:00
※平日夜間・土日の開庁については、
ホームページをご確認ください。
▶所要時間　約15～30分(窓口の混
雑状況により変動します)
    市民課　☎内線2773・2774

　市議会では、議会活動状況報告およ
び、市民の皆さまの声を市政に反映さ
せることなどを目的に「第10回　議会
報告および市民との意見交換会」を下
記の日程で開催します。申込みは不要
でどなたでもご参加いただけます。
　多くの皆さまのご参加をお待ちして
おります。（託児希望は要予約）
　なお、来場が難しい方のために、下
記の期間で、ホームページ上でもご意
見を募集いたしますので、ぜひご利用く
ださい。
▶開催日時　
❶5/17(土) 14:00～16:00
・宜野湾マリン支援センター
❷5/18(日) 14:00～16:00
・中央公民館 ２階 集会場
▶ホームページにおける意見募集につ
　いて　
　4/25(金)～5/18(日)
    議会事務局　☎内線5621・5622

宜野湾市役所　☎893-4411(代表)

戦没者等の遺族に対する
第12回特別弔慰金について

問

問

問

所有者不明土地の
所有者を探しています

　市内には去る大戦により土地関係の公図・公簿類が
焼失した結果生じた所有者不明土地が存在し、右図の
通り、宜野湾市管理が№1～№12の12筆、沖縄県管理
が№13～№18の6筆、計18筆ございます。
　これらの土地は、所有権申告時(1946年～1951年)
に所有者が行方不明あるいは県内不存在等、何らかの
事情により申告がなされなかった私有財産であり早期
に返還すべき土地であります。
　沖縄の復帰に伴う特別措置に関する法律および米
国民政府布告第16号により、下記の所有者不明土地
を沖縄県および宜野湾市が管理していますが、未だ所
有者が確定しておりません。
　つきましては、下記所在地の所有者もしくは関係者
がおりましたら、下記の担当課までご連絡ください。

請求者の行政区 受付日程
・野嵩 1～ 3区
・普天間 1～ 3区
・新城　・喜友名

R7年 5/1 ～
　　R7年 5/30

R7 年 6/2 ～
　　R7年 6/30

R7 年 7/1 ～
　　R7年 7/31

R7 年 8/1 ～
　　R7年 8/29

・伊佐　・真志喜
・大山　・宇地泊
・大謝名

・嘉数　・真栄原
・我如古・宜野湾

・長田　・愛知
・中原

マイナンバーカード
券面変更について

問総務課　☎893-4402

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

安仁屋
伊佐
大山
大山
大山
大山
大山
大山
大山
大山
大山
我如古
我如古
我如古
我如古
新城
大山
普天間

ｱｶﾞﾘﾊﾞﾙ
１丁目
１丁目
１丁目
１丁目
１丁目
１丁目
１丁目
１丁目
１丁目
２丁目
４丁目
後原
後原
後原
１丁目
嶽ノ佐久原
後原

255
616-2
1614
1615
1630
1632
1635
1637
1639
2061
2378
665-2
138-2
167-2
184-2
1944-2
1656
825

墓地
墓地
墓地
墓地
墓地
墓地
墓地
墓地
墓地
墓地
墓地
墓地
学校用地
学校用地
原野
宅地
雑種地
雑種地

194.00 
41.00 
244.00 
449.00 
101.00 
56.00 
76.00 
123.00 
356.00 
369.00 
107.00 
111.00 
185.00 
162.00 
218.00 
58.51 
62.00 
265.00

No. 大字 小字 地番 地目 公簿地籍(m²)

第10回議会報告および
市民との意見交換会
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【個サルですから】
▶開催日　毎週火曜日
※変更の場合もあります。
▶時間　19:30～21:30
▶定員　30人
▶参加費　1回500円
▶場所　ユニオンですからドーム宜野湾
▶受付　電話か体育館窓口に直接
        宜野湾市立体育館(はごろもＰＭ
　　　パートナーズ)　☎897-2751

【スキンケアレッスン講座
～すこやか肌をめざそう～】
　基本的なスキンケアやメイクポイント
をレッスンします。新社会人の就職活動
にもお役立ち。老若男女問わずお待ち
しています。
※手話通訳あり(要予約)
▶日時　5/21(水) 10:00～12:00
▶場所　市立中央公民館2階 
            多目的室
▶対象　市内在住または在勤・在学の方
▶定員　15人(抽選)　
▶参加費　無料
▶講師　沖縄ヤクルト株式会社
▶持ち物　普段使用しているメイクア
イテム
▶申込期間　4/18(金)～5/1(木)
▶申込方法　お電話または上記二次
元コード　
▶連絡日　5/2(金)
※受講決定者のみ連絡
    生涯学習課　☎893-4436
　※休館日↓
　火・祝日・4/30(水)

海浜公園講座

問

問申

海浜公園ガイド(5月)相談案内 宜野湾市役所
☎８９７－２７５１

日付

3(土)

17(土)

25(日)

3(土)～
6(火)

10(土)～
11(日)

中央広場

体育館

体育館

体育館

ユニオン
ですから
スタジアム
宜野湾

フリーマーケット

ジャイアンツカップ
沖縄県大会
第92回島田杯

NHK杯中学生
卓球大会

第1回中頭地区
スポーツ推進委員講座

全沖縄空手道選手権

イベント 会場

市民図書館ガイド（5月）
☎８９７－４６４６

10(土) 14:00～ おはなしの木の会

14(水) 11:00～ 図書館ボランティア

17(土) 14:00～ 読み聞かせ くろうさぎ

24(土) 15:00～ 図書館ボランティア

定例おはなし会
1 階 おはなしのくに

家庭・児童・女性相談 市民相談
女性相談(福祉・DV) 月～金 

8:30～17:15 893-4643 市民相談 月～金 10:00～16:00
(12:00～13:00は除く)

893-4136

家庭児童相談室
女性相談(一般)

月～金 
10:00～17:00 896-1215

人権困りごと相談所 第3木 13:30～16:30
人材育成交流
センターめぶき

不動産無料相談
(要予約) 第4火 13:30～15:30

沖縄子ども虐待
ホットライン

月～金 17:15～翌8:30
886-2900

行政相談 第4木 14:00～16:00
土日祝日　終日 消費生活相談
福祉相談

消費生活センター 月～金 10:00～16:00
(12:00～13:00は除く) 893-4135生活の困りごと相談 月～金 9:00～17:00 893-4480

ふれあい相談室 社協 月～金 9:00～16:00 896-2020 教育相談
法律相談

(要事前予約、予約状況は事前にお問合せ下さい)
はごろも学習
センター(支援係)

月～金 
9:30～16:00 893-5073

無料法律相談
水 13:30～16:30
金 13:30～15:30
第2火 13:30～16:30

893-4136 適応指導教室(若葉教室)
月～金 

9:30～17:00 893-6077

職業相談(ハローワーク) 健康相談(予約制)

地域職業相談 月～金 9:30～17:00 893-5588 保健相談センター※祝日は除く
火・水 9:00～11:00
月・金 13:00～15:00 898-5598

障がい福祉サービスに関する相談・社会資源等専門機関の紹介・その他一般相談
宜野湾中学校区

月～金 9:00～17:00
（12:00～13:00 間
並びに土日祝日除く）

委託相談事業所ポント 917-2678
普天間中学校区 委託相談事業所タピック 988-8741
真志喜中学校区 委託相談事業所イルカ 890-4890
嘉数中学校区 宜野湾市障がい福祉課自立支援係 893-4411(内線3542)

宜野湾市指定ごみ袋等の手数料徴収指定店の指定について

▶宜野湾市一般廃棄物処理手数料徴収指定店

　宜野湾市一般廃棄物処理手数料徴収事務委託要綱第7条に基づき下記の事業
者を指定しましたので、公表いたします。

販売指定店名

株式会社 ジーマックス
株式会社 タカダ
株式会社 みつわ産業
有限会社 協栄商事
新垣商店

浦添市西洲2丁目3番地2
浦添市西洲2丁目7番地3
那覇市識名1169番地
浦添市牧港1丁目50番13号
宜野湾市喜友名2丁目17番6号

令和7年4月1日～
令和9年3月31日

所在地 指定期間

宜野湾市防災行政無線を電話で確認できます　☎896-2401

　宜野湾市では、下水道処理区域内に
おいて、くみ取り式便所や浄化槽を廃
止して公共下水道へ接続する方(建物
の所有者)を対象に、工事費の一部を補
助金として交付する事業を行っており
ます。令和7年度の受付けを4月より開
始しておりますので、ぜひ公共下水道
接続についてご検討ください。
    上下水道局 お客様センター
    (ぎのわん水道サービス合同会社）
    ☎892-3352(代表)
    ☎070-3802-1733(直通)

問

下水道接続補助金４月
から受付しております

中央公民館5月開催
講座受講生募集！
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・ 現金で釣り銭がないようにする。
・ 1か月以内に他のワクチンを受けた、または
体調に不安がある場合はかかりつけの獣医
師に相談する。

・ 必ず首輪・リードを付け、犬を制御できる方が
連れてくる（リードは短く持つ）。

・ 届いたハガキに記載されている問診票は、事
前に記入のうえ、持参(新規登録の方は会場
にて確認)。

・ 犬の糞尿を済ませて来る（ビニール袋、チリ
紙等も持参)。

・ 注射前後は激しい運動や長時間の運動は避ける。
・ 注射は動物病院で受けることが出来ます。

会場 実施時間
愛知区公民館 9:30～10:20
長田区公民館 10:40～11:40
宜野湾区公民館 13:00～13:50
我如古区公民館 14:10～15:10

会場 実施時間
上大謝名公民館 9:10～10:00
大謝名区公民館 10:20～11:10
嘉数ハイツ公民館 11:30～12:00
嘉数区公民館 13:30～14:30
真栄原区公民館 14:50～15:50

会場 実施時間
宜野湾市役所※1

野嵩 1区 9:00～9:40
野嵩 2区 9:40～10:00
野嵩 3区 10:00～10:20
普天間 1区 10:40～11:00
普天間 2区 11:00～11:20
普天間 3区 13:00～13:20
新 城 区 13:20～14:00
喜友名区 14:00～14:40
中 原 区 14:40～15:20

会場 実施時間
伊佐区公民館 9:30～10:20
大山区旧公民館※2 10:40～11:30
真志喜区公民館 13:00～13:50
宇地泊区公民館 14:10～15:00

対
象
地
域

　（※1）5/25は宜野湾市役所で
実施します。公民館での
実施はありません。

　（※2）大山区は
旧公民館跡地で
行います。
旧公民館跡地地図

▲

注射手数料　￥3,400

《手数料内訳》

《再交付手数料》

￥2,850
￥550
￥3,000

￥1,600
￥340

予防注射手数料
注射済票手数料

登録手数料（新規登録のみ）

犬の鑑札再交付
注射済票再交付

狂犬病予防集合注射実施について
生後91日以上の犬は、狂犬病予防法により、毎年1回の狂犬病予防注射を受けさせることが義務付けられています。

令和 7年

注 意 点

☎893-4505
環境対策課問

調査員の申込みに関する
問合せはこちら▼

☎893-4103
企画政策課 統計係問

5/11( 日 ) 5/18( 日 )

5/25( 日 ) 6/1( 日 )

注射手数料 ￥3,400（新規登録の方 ￥6,400）
※注射料金は集合注射会場での設定料金です。動物病院で
　接種する場合は各動物病院へお問合わせください。

日程表


